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You can share this PDF with anyone you feel could benefit from it, downloaded the latest version 
from: entity-framework
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1: Entity Frameworkをいめる
Entity FrameworkEFは、.NETがドメインのオブジェクトをしてリレーショナルデータをできるよ
うにするオブジェクトリレーショナルマッパーORMです。これにより、がくのあるデータアクセ
スコードのほとんどがになります。

Entity Frameworkをすると、EF Designerでコードをしたり、ボックスやをしてモデルをできます
。これらのアプローチのをして、のデータベースをターゲットにするか、しいデータベースをす
ることができます。

Entity Frameworkは、Microsoftが.NET Frameworkおよびマイクロソフトがするデータアクセステ
クノロジにするなORMです。

バージョン

バージョン

1.0 2008811

4.0 2010-04-12

4.1 2011-04-12

4.1アップデート1 2011-07-25

4.3.1 2012-02-29

5.0 2012-08-11

6.0 20131017

6.1 2014-03-17

コア1.0 2016627

リリースノート https : //msdn.microsoft.com/en-ca/data/jj574253.aspx

Examples

Cのエンティティフレームワークをするコードファースト

コードではまず、GUIデザイナや.edmxファイルをせずにエンティティクラスをできます。それは
、あなたがにあなたのモデルをすることができますので、 のコードとされたとエンティティフレ
ームワークがにあなたのためのマッピングにってデータベースをします。または、のデータベー
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スでこのアプローチをすることもできます。のデータベースでは、 にコードとばれます 。たとえ
ば、テーブルにのリストをするは、のようにします。

public class Planet 
{ 
    public string Name { get; set; } 
    public decimal AverageDistanceFromSun { get; set; } 
}

エンティティクラスとデータベースののブリッジであるコンテキストをします。 1つまたはの
DbSet<>プロパティをします。

using System.Data.Entity; 
 
public class PlanetContext : DbContext 
{ 
    public DbSet<Planet> Planets { get; set; } 
}

これをうには、をします。

using(var context = new PlanetContext()) 
{ 
    var jupiter = new Planet 
    { 
        Name = "Jupiter", 
        AverageDistanceFromSun = 778.5 
    }; 
 
    context.Planets.Add(jupiter); 
    context.SaveChanges(); 
}

このでは、するPlanetしてNameのをつプロパティ"Jupiter"とAverageDistanceFromSunをつプロパティ
778.5

に、 DbSetのAdd()メソッドをしてこのPlanetをコンテキストにAdd()し、 SaveChanges()メソッドを
してデータベースへのをコミットできます。

または、データベースからをりすことができます。

using(var context = new PlanetContext()) 
{ 
    var jupiter = context.Planets.Single(p => p.Name == "Jupiter"); 
    Console.WriteLine($"Jupiter is {jupiter.AverageDistanceFromSun} million km from the 
sun."); 
}

Entity Framework NuGetパッケージのインストール

Visual Studioでソリューションエクスプローラウィンドウをき、プロジェクトを�クリックして、メ
ニューから[Manage NuGet Packages ]をします。
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EntityFrameworkのボックスにEntityFrameworkというタイプのウィンドウがきます。

https://riptutorial.com/ja/home 4

http://i.stack.imgur.com/Wx3Hk.png


または、Visual Studio 2015をしているは、のようにされます。
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に、「インストール」をクリックします。

また、パッケージマネージャコンソールをしてエンティティフレームワークをインストールする
こともできます。 ツールメニュー - > NuGet Package Manager - > Package Manager Consoleを
してにくには、のようにします。

Install-Package EntityFramework
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これにより、Entity Frameworkがインストールされ、プロジェクトのアセンブリへのがにされま
す。

Entity Frameworkとはですか

データアクセスのためのADO.Netコードのとは、でなです。マイクロソフトは、アプリケーショ
ンのデータベースのアクティビティをするために、 「Entity Framework」とばれるO / RMフレー
ムワークをしています。

エンティティフレームワークは、オブジェクト/リレーショナルマッピングO / RMフレームワーク
です。にデータベースのデータにアクセスしてするためのされたメカニズムをするADO.NETので
す。

O / RMとはですか

ORMは、ドメイン・オブジェクトからMS SQL Serverのようなリレーショナル・データベースに、
くのプログラミングをすることなくされたでデータをするためのツールです。 O / RMには、の
3つのながあります。

ドメインクラスオブジェクト1. 
リレーショナルデータベースオブジェクト2. 
リレーショナルデータベースオブジェクト exテーブル、ビュー、およびストアドプロシー
ジャへのドメインオブジェクトのマップにするのマッピング

3. 
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ORMをすると、データベースとドメインクラスをすることができます。これにより、アプリケー
ションのとがします。また、なCRUDCreate、Read、UpdateDeleteをして、がでくがないように
します。

オンラインでEntity Frameworkをいめるをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/815/entity-frameworkをいめる
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2: EFにおける

Examples

AsNoTrackingの

い

var location =  dbContext.Location 
                     .Where(l => l.Location.ID == location_ID) 
                     .SingleOrDefault(); 
 
return location;

のコードは、エンティティをまたはせずにすだけなので、コストのはけることができます。

いえ

var location =  dbContext.Location.AsNoTracking() 
                     .Where(l => l.Location.ID == location_ID) 
                     .SingleOrDefault(); 
 
return location;

AsNoTracking()をするとき、エンティティがコンテキストによってされないことをにEntity 

Frameworkにえています。これは、データストアからのデータをするににです。ただし、されて
いないエンティティにをえたいは、 SaveChangesびすにそれらをすることをれないでください。

なデータのみのみみ

コードでよくられるの1つは、すべてのデータをロードすることです。これにより、サーバーのが
にします。

たとえば、「」というモデルがあり、そのに10のフィールドがありますが、すべてのフィールド
がになわけではありません。そのモデルの 'LocationName'パラメータだけがだとしましょう。

い

var location =  dbContext.Location.AsNoTracking() 
                         .Where(l => l.Location.ID == location_ID) 
                         .SingleOrDefault(); 
 
return location.Name;

いえ

var location =  dbContext.Location 
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                          .Where(l => l.Location.ID == location_ID) 
                          .Select(l => l.LocationName); 
                          .SingleOrDefault(); 
 
return location;

"い"のコードは "LocationName"だけをし、それはしません。

このではされていないため、 AsNoTracking()はありません。とにかくするものはもありません。

でさらにフィールドをする

var location = dbContext.Location 
                    .Where(l => l.Location.ID == location_ID) 
                    .Select(l => new { Name = l.LocationName, Area = l.LocationArea }) 
                    .SingleOrDefault(); 
 
return location.Name + " has an area of " + location.Area;

のとじように、フィールド 'LocationName'と 'LocationArea'のみがデータベースからされます。
タイプには、なのをできます。

メモリではなく、なはデータベースでクエリをします。

テキサスにいくつのがあるのかをえたいとします。

var counties = dbContext.States.Single(s => s.Code == "tx").Counties.Count();

クエリーはしいが、である。 States.Single(…)は、データベースからをロードします。に、 
Countiesは、すべてのフィールドをつ254すべてを2のクエリでロードします。ロードされた
Countiesコレクションのメモリで.Count()がされます 。  
たちはのないくのデータをロードしましたが、もっとうまくいくことができます

var counties = dbContext.Counties.Count(c => c.State.Code == "tx");

ここでは、1つのクエリのみをします.SQLでは、カウントとにされます。、フィールド、および
オブジェクトのをしました。

コレクションの IQueryable<T>IEnumerable<T>をべることで、クエリのをにることができます。

のクエリをでする

クエリをする、のクエリをにできますが、じコンテキストではできません。 1つのクエリのが10
の、いのは20になりますが、いのは10になります。

い
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IEnumerable<TResult1> result1; 
IEnumerable<TResult2> result2; 
 
using(var context = new Context()) 
{ 
    result1 = await context.Set<TResult1>().ToListAsync().ConfigureAwait(false); 
    result2 = await context.Set<TResult1>().ToListAsync().ConfigureAwait(false); 
}

いえ
public async Task<IEnumerable<TResult>> GetResult<TResult>() 
{ 
    using(var context = new Context()) 
    { 
        return await context.Set<TResult1>().ToListAsync().ConfigureAwait(false); 
    } 
} 
 
 
 
IEnumerable<TResult1> result1; 
IEnumerable<TResult2> result2; 
 
var result1Task = GetResult<TResult1>(); 
var result2Task = GetResult<TResult2>(); 
 
await Task.WhenAll(result1Task, result2Task).ConfigureAwait(false); 
 
var result1 = result1Task.Result; 
var result2 = result2Task.Result;

とプロキシをにする

データをしたいだけでもしないは、のとプロキシのをオフにすることができます。これにより、
パフォーマンスがし、ロードもされます。

い

using(var context = new Context()) 
{ 
    return await context.Set<MyEntity>().ToListAsync().ConfigureAwait(false); 
}

いえ

using(var context = new Context()) 
{ 
    context.Configuration.AutoDetectChangesEnabled = false; 
    context.Configuration.ProxyCreationEnabled = false; 
 
    return await context.Set<MyEntity>().ToListAsync().ConfigureAwait(false); 
}
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に、これらをソリューションにしたいは、コンテキストのコンストラクタからこれらをオフにす
ることがです。

public class MyContext : DbContext 
{ 
    public MyContext() 
        : base("MyContext") 
    { 
        Configuration.AutoDetectChangesEnabled = false; 
        Configuration.ProxyCreationEnabled = false; 
    } 
 
    //snip 
}

スタブエンティティの

ProductとCategoryがのにあるとします。

public class Product 
{ 
    public Product() 
    { 
        Categories = new HashSet<Category>(); 
    } 
    public int ProductId { get; set; } 
    public string ProductName { get; set; } 
    public virtual ICollection<Category> Categories { get; private set; } 
} 
 
public class Category 
{ 
    public Category() 
    { 
        Products = new HashSet<Product>(); 
    } 
    public int CategoryId { get; set; } 
    public string CategoryName { get; set; } 
    public virtual ICollection<Product> Products { get; set; } 
}

CategoryをProductにするは、 ProductをみんでそのCategoriesにカテゴリをするがあります。

い

var product = db.Products.Find(1); 
var category = db.Categories.Find(2); 
product.Categories.Add(category); 
db.SaveChanges();

dbはDbContextサブクラスです。

これにより、 ProductとCategoryのジャンクションに1つのレコードがされます。ただし、このに
は2つのIdしかまれていません。 1つのさなレコードをするために、なエンティティを2つロード
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するのはです。

よりなは、のデータはIdのみをむスタブエンティティ 、つまりエンティティオブジェクトをメモ
リにすることです。これはのようになります。

いえ

// Create two stub entities 
var product = new Product { ProductId = 1 }; 
var category = new Category { CategoryId = 2 }; 
 
// Attach the stub entities to the context 
db.Entry(product).State = System.Data.Entity.EntityState.Unchanged; 
db.Entry(category).State = System.Data.Entity.EntityState.Unchanged; 
 
product.Categories.Add(category); 
db.SaveChanges();

なはじですが、データベースへの2のラウンドトリップはされます。

をぐ

がすでにするかどうかをしたいは、なクエリでです。えば

var exists = db.Categories.Any(c => c.Id == 1 && c.Products.Any(p => p.Id == 14));

このも、エンティティがメモリにロードされません。これはテーブルをし、をすだけです。

オンラインでEFにおけるをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/2714/efにおける
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3: Entity Frameworkコードファースト

Examples

のデータベースにする

Entity Frameworkでもなタスクをするには、ローカルインスタンスのMSSQLののデータベース
ExampleDatabaseにするには、2つのクラスのみをするがあります。

まず、エンティティクラスがデータベーステーブルdbo.Peopleマップされます。

    class Person 
    { 
        public int PersonId { get; set; } 
        public string FirstName { get; set; } 
    }

クラスは、Entity Frameworkのをし、キーPersonIdとvarcharmaxプロパティFirstNameをつとされ
るテーブルdbo.Peopleマップします。

に、 System.Data.Entity.DbContextからし、にエンティティオブジェクトをし、データベースから
し、をし、データベースにするコンテキストクラスです。

    class Context : DbContext 
    { 
        public Context(string connectionString) : base(connectionString) 
        { 
            Database.SetInitializer<Context>(null); 
        } 
 
        public DbSet<Person> People { get; set; } 
    }

コンテキストのコンストラクタでは、データベースをnullにするがあることにしてください。
Entity Frameworkでデータベースをするはなく、にアクセスしたいだけです。

は、そのテーブルのデータをすることができます。えば、データベースのののFirstNameをのよう
なコンソールアプリケーションからします。

    class Program 
    { 
        static void Main(string[] args) 
        { 
            using (var ctx = new Context("DbConnectionString")) 
            { 
                var firstPerson = ctx.People.FirstOrDefault(); 
                if (firstPerson != null) { 
                    firstPerson.FirstName = "John"; 
                    ctx.SaveChanges(); 
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                } 
            } 
        } 
    }

のコードでは、 "DbConnectionString"をしてContextのインスタンスをしました。これは
app.configファイルでのようにするがあります

  <connectionStrings> 
    <add  name="DbConnectionString" 
    connectionString="Data Source=.;Initial Catalog=ExampleDatabase;Integrated Security=True" 
    providerName="System.Data.SqlClient"/> 
  </connectionStrings>

オンラインでEntity Frameworkコードファーストをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/5337/entity-frameworkコードファースト
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4: Entity Frameworkとのマッピングコード11お
よび

き

このトピックでは、Entity Frameworkコードファーストをして、1のとのをマッピングするについ
てします。

Examples

1のマッピング

つまり、のような2つのなるエンティティがあるとしましょう。

public class Person 
{ 
   public int PersonId { get; set; } 
   public string Name { get; set; } 
} 
 
public class Car 
{ 
   public int CarId { get; set; } 
   public string LicensePlate { get; set; } 
} 
 
public class MyDemoContext : DbContext 
{ 
   public DbSet<Person> People { get; set; } 
   public DbSet<Car> Cars { get; set; } 
}

そして、それらのに1のをしたい、つまり、1が0、1のをつことができ、1のが1のににします。す
べてのはであるため、がをっていると、はそのにします。

これをうには、モデルクラスをするだけです

public class Person 
{ 
   public int PersonId { get; set; } 
   public string Name { get; set; } 
   public virtual ICollection<Car> Cars { get; set; } // don't forget to initialize (use 
HashSet) 
} 
 
public class Car 
{ 
   public int CarId { get; set; } 
   public string LicensePlate { get; set; } 
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   public int PersonId { get; set; } 
   public virtual Person Person { get; set; } 
}

それはそれです:)あなたはすでにあなたのをセットアップしています。データベースでは、これ
はもちろんキーでされます。

のマッピングに

のでは、EFがどのがキーであるのか、どこをすのかをしています。どうやってをする。のプロパ
ティつPersonというのPersonしてPersonIdプロパティは、というにEFをリードPersonIdキーであり
、それはタイプによってされるテーブルのキーをしPerson 。

しかし、 タイプでPersonIdをOwnerIdとPerson to Ownerにするとどうなりますか

public class Car 
{ 
   public int CarId { get; set; } 
   public string LicensePlate { get; set; } 
   public int OwnerId { get; set; } 
   public virtual Person Owner { get; set; } 
}

ながら、この、はしいDBスキーマをするにはです。 
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ない;モデルのとキーにするヒントをEFにてることができます。 OwnerIdプロパティをFKとしてす
るように、 Carタイプをするだけです。エンティティタイプのコンフィグレーションをし、 
OnModelCreating()でします

public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
  public CarEntityTypeConfiguration() 
  { 
     this.HasRequired(c => c.Owner).WithMany(p => p.Cars).HasForeignKey(c => c.OwnerId); 
  } 
}

これは、に、 CarにはのプロパティOwner  HasRequired があり、 Ownerのタイプでは、 Carsプロパ
ティはのエンティティ WithMany をするためにされます。に、キーをすプロパティがされます 

HasForeignKey 。これはたちがむスキーマをします 
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Personからもをすることができます

public class PersonEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Person> 
{ 
  public PersonEntityTypeConfiguration() 
  { 
    this.HasMany(p => p.Cars).WithRequired(c => c.Owner).HasForeignKey(c => c.OwnerId); 
  } 
}

アイデアはじですが、サイドがなります「このはくのをしており、それぞれのにはながいます」
。 PersonまたはCarからリレーションシップをコンフィグレーションするはありません。をめるこ
ともできますが、このはにじをするようにしてください

0または1のマッピング

のでは、がいなくてもはできません。そのをのからのオプションにしたいはどうすればいいです
かまあ、1のやりをっているのはです。 CarのPersonIdをnullにするだけです

public class Car 
{ 
    public int CarId { get; set; } 
    public string LicensePlate { get; set; } 
    public int? PersonId { get; set; } 
    public virtual Person Person { get; set; } 
}

そして、をうからHasOptional またはWithOptionalをします

public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
  public CarEntityTypeConfiguration() 
  { 
     this.HasOptional(c => c.Owner).WithMany(p => p.Cars).HasForeignKey(c => c.OwnerId); 
  } 
}

すべてのがのをち、すべてのがのをつことができるのシナリオにりましょうただし、はです。こ
れはのです。もなは、EFにをってをさせることです。

のようにモデルをしてください

 public class Person 
{ 
   public int PersonId { get; set; } 
   public string Name { get; set; } 
   public virtual ICollection<Car> Cars { get; set; } 
} 
 
public class Car 
{ 
   public int CarId { get; set; } 
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   public string LicensePlate { get; set; } 
   public virtual ICollection<Person> Owners { get; set; } 
}

スキーマ

ほぼです。ごのように、EF

はとのペアリングをできるテーブルのをしていました。

のカスタマイズ

ジョインテーブルのフィールドのをもうしにすることができます。これは、のをしてうことがで
きますをどちらのからうかはありません。

public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
   public CarEntityTypeConfiguration() 
   { 
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      this.HasMany(c => c.Owners).WithMany(p => p.Cars) 
          .Map(m => 
              { 
                 m.MapLeftKey("OwnerId"); 
                 m.MapRightKey("CarId"); 
                 m.ToTable("PersonCars"); 
              } 
        ); 
  } 
}

でもみするのはとてもこのはくのちhasManyの 、それぞれのはくのをする WithManyを 。あなた
がOwnerIdにするには、のキーをマップするように、この MapLeftKey 、CarIdにキー 

MapRightKeyテーブルPersonCarsと ToTable 。これにより、にそのスキーマがられます。

カスタムエンティティ

https://riptutorial.com/ja/home 21

https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg671281(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg671281(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg671281(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg671281(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg671281(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg671281(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg696499(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg696499(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg696499(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg696499(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg696499(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg696499(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.mapleftkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.mapleftkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.mapleftkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.mapleftkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.mapleftkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.maprightkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.maprightkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/system.data.entity.modelconfiguration.configuration.manytomanyassociationmappingconfiguration.maprightkey(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg679488(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg679488(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg679488(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg679488(v=vs.113).aspx
https://msdn.microsoft.com/en-us/library/gg679488(v=vs.113).aspx


は、EFがエンティティをしてテーブルをできるようにするファンではないことをめなければなり
ません。あなたはテーブルをすることができないので、ととのけになをすることはできませんそ
れがなをいましょう。

また、のCarIdはキーのです。そのため、がしいをするは、いをしてしいものをするがあります。 
EFはあなたからこれをしますが、これはあなたのわりに、な/がインデックスのにつながるがある
ことはうまでもありません-いこと、これらの2つのをうがあることをながあり 、そのためには。

この、1つののとの1ののへのをつエンティティをすることができます。には、のけを2つの1のみ
わせとしてます

public class PersonToCar 
{ 
   public int PersonToCarId { get; set; } 
   public int CarId { get; set; } 
   public virtual Car Car { get; set; } 
   public int PersonId { get; set; } 
   public virtual Person Person { get; set; } 
   public DateTime ValidFrom { get; set; } 
} 
 
public class Person 
{ 
  public int PersonId { get; set; } 
  public string Name { get; set; } 
  public virtual ICollection<PersonToCar> CarOwnerShips { get; set; } 
} 
 
public class Car 
{ 
  public int CarId { get; set; } 
  public string LicensePlate { get; set; } 
  public virtual ICollection<PersonToCar> Ownerships { get; set; } 
} 
 
public class MyDemoContext : DbContext 
{ 
  public DbSet<Person> People { get; set; } 
  public DbSet<Car> Cars { get; set; } 
  public DbSet<PersonToCar> PersonToCars { get; set; } 
}

これにより、よりくのがになり、よりになります。ではカスタムデータをアソシエーションにす
ることができ、すべてのアソシエーションにのプライマリキーがあるため、そののやオーナーの
をできます。
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これはには21ののみわせにぎないので、のでしたすべてのオプションをできます。

オンラインでEntity Frameworkとのマッピングコード11およびをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/9413/entity-frameworkとのマッピングコード1-1および
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5: Entity Frameworkとのマッピングコードファ
ースト11およびバリエーション

き

このトピックでは、Entity Frameworkをして11のをマップするについてします。

Examples

10または11マッピング

だから、あなたはのモデルをっているとびいましょう

public class Person 
{ 
  public int PersonId { get; set; } 
  public string Name { get; set; } 
} 
 
public class Car 
{ 
  public int CarId { get; set; } 
  public string LicensePlate { get; set; } 
} 
 
public class MyDemoContext : DbContext 
{ 
  public DbSet<Person> People { get; set; } 
  public DbSet<Car> Cars { get; set; } 
}

そして、あなたはのようなをできるようにしたいとえています.1が1または0のをでき、すべての
が1のににしていますはであるため、CarAがPersonAにしていればPersonA ' 'CarA。

モデルをししてみましょうナビゲーションプロパティとキープロパティをしてください

public class Person 
{ 
  public int PersonId { get; set; } 
  public string Name { get; set; } 
  public int CarId { get; set; } 
  public virtual Car Car { get; set; } 
} 
 
public class Car 
{ 
  public int CarId { get; set; } 
  public string LicensePlate { get; set; } 
  public int PersonId { get; set; } 
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  public virtual Person Person { get; set; } 
}

そして

public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
  public CarEntityTypeConfiguration() 
  { 
     this.HasRequired(c => c.Person).WithOptional(p => p.Car); 
  } 
} 

このまでに、これはであるべきです。にはな HasRequired があり、そのにはオプションの 

WithOptional があります。このをどちらのからするかはありませんが、Has / WithとRequired / 

Optionalのなみわせをするはしてください。 Personからると、のようになります。

public class PersonEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Person> 
{ 
  public PersonEntityTypeConfiguration() 
  { 
     this.HasOptional(p => p.Car).WithOptional(c => c.Person); 
  } 
} 

さて、dbスキーマをてみましょう
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にてください Carにするために、 PeopleにはFKがないことがわかります。また、 CarのFKは
PersonIdではなくCarIdです。 FKののスクリプトはのとおりです。

ALTER TABLE [dbo].[Cars]  WITH CHECK ADD  CONSTRAINT [FK_dbo.Cars_dbo.People_CarId] FOREIGN 
KEY([CarId]) 
REFERENCES [dbo].[People] ([PersonId])

これは、モデルにあるCarIdとPersonId foregnのキープロパティはにされることをします。それら
はデータベースにありますが、されるようにキーではありません。これは、11のマッピングでは
FKをEFモデルにできないためです。リレーショナルデータベースでは11のマッピングがかなり
になるからです。

アイデアは、すべてのがちょうど1のをでき、そのはそのにしかしていないということです。また
は、にけられていないのがあるかもしれません。

だから、これはどのようにキーでできますかもちろん、そこにがPersonIdでCar 、およびCarIdで
People 。すべてのが、つだけのをつことができることをするために、 PersonIdででなければなら
ないであろうCar 。 PersonIdがPeopleでであれば、 PersonIdがNULL をたないのの、どのようにのレ
コードをできますかできませんは、SQL Server 2008でフィルタリングされたユニークなインデ
ックスをできますが、のRDBMSはもちろんのこと、このテクニカルをれてみましょう。あなた
がのをするはもちろん...

PeopleテーブルとCarテーブルにじプライマリキーされたレコードのじがある、このルールをする
ののです。そして、これをうには、 CarIdCar々のPKにPKとFKのでなければなりません。そして
、これによってスキーマがする。がこれをうとき、はCar PersonId PK / FKにをけ、それにじてし
ます

public class Person 
{ 
  public int PersonId { get; set; } 
  public string Name { get; set; } 
  public virtual Car Car { get; set; } 
} 
 
public class Car 
{ 
  public string LicensePlate { get; set; } 
  public int PersonId { get; set; } 
  public virtual Person Person { get; set; } 
} 
 
public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
  public CarEntityTypeConfiguration() 
  { 
     this.HasRequired(c => c.Person).WithOptional(p => p.Car); 
     this.HasKey(c => c.PersonId); 
  } 
}

ではありませんが、しいかもしれません。それでも、このソリューションをするは、のにするた
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め、をするがあります。このモデルからされたスキーマはのとおりです。

したがって、このはデータベーススキーマによってされるのではなく、Entity Frameworkによっ
てされます。だからこそあなたはこれをうときににでなければなりません。

11のマッピング

11のマッピングがなもしいことです。

これをキーでどのようにできるかをしてみましょう。ここでも、 CarIdでPeopleをしCarIdでCar 、
そしてPersonIdをしでPersonIdでPeople 。

のレコードをするはどうなりますかこれをさせるためには、このカーレコードにPersonIdされて
いるがあります。このPersonIdをにするには、 Peopleのするレコードがするがあります。それでは
、のレコードをしてみましょう。しかし、これがするためには、なCarIdがになければなりません
が、そのはまだされていませんされたのレコードをにするがあるため、できません。しかし、さ
れたレコードは、のレコードをするためすることはできません。にするがありますキー - ception 

:)。

だから、これはなですることもできません。ここでも、キーのいずれかをするがあります。あな
たがとすのはあなたです。キーがされているを「」とび、キーなしでっているを「プリンシパル
」とびます。また、のをするために、PKはFKでなければなりません。したがって、FKをしてモ
デルにインポートすることはサポートされていません。

ここにがあります

public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
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  public CarEntityTypeConfiguration() 
  { 
    this.HasRequired(c => c.Person).WithRequiredDependent(p => p.Car); 
    this.HasKey(c => c.PersonId); 
  } 
}

これで、あなたはにそれのをているはずです:)あなたはもうをぶこともできることをえておいて
ください。/プリンシパルバージョンのWithRequiredをすることにしてください。

public class PersonEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Person> 
{ 
  public PersonEntityTypeConfiguration() 
  { 
    this.HasRequired(p => p.Car).WithRequiredPrincipal(c => c.Person); 
  } 
}

DBスキーマをチェックすると、11またはゼロのとまったくじであることがわかります。もう、こ
れはスキーマによってされるのではなく、EFによってされるからです。だから、びしてください
:)

1または01またはゼロのマッピング

に、がオプションのをにてみましょう。

ここまでで、これらのではにしているはずです。だから、はにりませんし、2つのFK-sとなをえ
ていて、これらのをしないについてします。 EFそのもののにあります。

するがあるはのとおりです。

public class CarEntityTypeConfiguration : EntityTypeConfiguration<Car> 
{ 
  public CarEntityTypeConfiguration() 
  { 
    this.HasOptional(c => c.Person).WithOptionalPrincipal(p => p.Car); 
    this.HasKey(c => c.PersonId); 
  } 
}

もう、からもできます。しいをするようにしてください:)

オンラインでEntity Frameworkとのマッピングコードファースト11およびバリエーションをむ 

https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/9412/entity-frameworkとのマッピングコードファー
スト-11およびバリエーション
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6: Entity-Framework with Postgresql

Examples

NpgsqlddexproviderをしてPostgresSqlでEntity Framework 6.1.3をするために
な

1C\ Windows \ Microsoft.NET \ Framework \ v4.0.30319 \ ConfigとC\ Windows \ Microsoft.NET \ 

Framework64 \ v4.0.30319 \ ConfigのからMachine.configのバックアップをった

2のにコピーしてします。

a <system.data> <DbProviderFactories>つけてします。

            <add name="Npgsql Data Provider" invariant="Npgsql" support="FF" 
            description=".Net Framework Data Provider for Postgresql Server" 
            type="Npgsql.NpgsqlFactory, Npgsql, Version=2.2.5.0, Culture=neutral, 
PublicKeyToken=5d8b90d52f46fda7" />

bエントリのにすでにするは、verisonをチェックしてします。

のファイルをしたファイルにきえます。3. 
VS2013のコマンドプロンプトをとしてします。4. 

Npgsqlがすでにインストールされているは、コマンド "gacutil -u Npgsql"をアンインストー
ルして、 "gacutil -i [path of dll]"コマンドでNpgsql 2.5.0のしいバージョンをインストールし
てください

5. 

Mono.Security 4.0.0.0にしてをう6. 

NpgsqlDdexProvider-2.2.0-VS2013.zipをダウンロードし、NpgsqlDdexProvider.vsixをしま
すVisual Studioのすべてのインスタンスをじます

7. 

EFTools6.1.3-beta1ForVS2013.msiがつかりました。8. 

しいプロジェクトをした、Manage Nuget Packages.10からEntityFramework6.1.3、NpgSql
2.5.0、NpgSql.EntityFramework2.5.0をインストールします。あなたのMVCプロジェクト

9. 

オンラインでEntity-Framework with Postgresqlをむ https://riptutorial.com/ja/entity-
framework/topic/7647/entity-framework-with-postgresql
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7: Entity-Frameworkコードのの

Examples

をにする

エンティティフレームワークでコードファーストマイグレーションをにするには、のコマンドを
します。

Enable-Migrations

パッケージマネージャコンソールで

EFによってされるデータベースオブジェクトをむなDbContextがです。このでは、データベースコ
ンテキストにオブジェクトBlogPostとAuthorがまれます。

internal class DatabaseContext: DbContext 
{ 
    public DbSet<Author> Authors { get; set; } 
 
    public DbSet<BlogPost> BlogPosts { get; set; } 
}

コマンドをすると、のがされます。

PM> Enable-Migrations 
Checking if the context targets an existing database... 
Code First Migrations enabled for project <YourProjectName>. 
PM>

さらに、しいフォルダMigrationsは、1つのファイルConfiguration.csとともにされます。 

のステップは、のデータベースをするのデータベーススクリプトをすることですのを。

のをする

をにしたら このをしてください、すべてのデータベーステーブル、インデックス、およびのをむ
のをできるようになりました。
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このコマンドをしてをすることができます

Add-Migration <migration-name>

このコマンドは、のとにされる2つのメソッドUpとDownをむしいクラスをします。

のにづいてコマンドをして、 Initialというマイグレーションをします。

PM> Add-Migration Initial 
Scaffolding migration 'Initial'. 
The Designer Code for this migration file includes a snapshot of your current Code 
First model. This snapshot is used to calculate the changes to your model when you 
scaffold the next migration. If you make additional changes to your model that you 
want to include in this migration, then you can re-scaffold it by running 
'Add-Migration Initial' again.

しいファイルタイムスタンプ _Initial.csがされますなものだけがここにされます。

public override void Up() 
{ 
   CreateTable( 
       "dbo.Authors", 
        c => new 
           { 
               AuthorId = c.Int(nullable: false, identity: true), 
               Name = c.String(maxLength: 128), 
           }) 
        .PrimaryKey(t => t.AuthorId); 
 
    CreateTable( 
       "dbo.BlogPosts", 
       c => new 
           { 
                Id = c.Int(nullable: false, identity: true), 
                Title = c.String(nullable: false, maxLength: 128), 
                Message = c.String(), 
                Author_AuthorId = c.Int(), 
            }) 
        .PrimaryKey(t => t.Id) 
        .ForeignKey("dbo.Authors", t => t.Author_AuthorId) 
        .Index(t => t.Author_AuthorId); 
} 
 
public override void Down() 
{ 
    DropForeignKey("dbo.BlogPosts", "Author_AuthorId", "dbo.Authors"); 
    DropIndex("dbo.BlogPosts", new[] { "Author_AuthorId" }); 
    DropTable("dbo.BlogPosts"); 
    DropTable("dbo.Authors"); 
}

ごのように、メソッドUp() 2つのテーブルAuthorsとBlogPostsがされ、それにじてフィールドがさ
れます。また、2つのテーブルのは、フィールドAuthor_AuthorIdすることによってされます。に、
メソッドDown()は、アクティビティをりそうとします。
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にがあるは、のコマンドをしてをデータベースにできます。

Update-Database

すべてののこのはInitial -migrationがデータベースにされた、シードメソッドがされますな

PM> update-database 
Specify the '-Verbose' flag to view the SQL statements being applied to the target 
database. 
Applying explicit migrations: [201609302203541_Initial]. 
Applying explicit migration: 201609302203541_Initial. 
Running Seed method.

SQLエクスプローラで、アクティビティのをできます。 

Add-MigrationとUpdate-DatabaseのコマンドAdd-Migrationは、アクティビティをするためのいくつか
のオプションがあります。すべてのオプションをするには、

get-help Add-Migration

そして

get-help Update-Database

のデータのシード

をにしてしたは、データベースのデータをにまたはするがあります。いくつかのがありますが、
なのは、 enable-migrationsびしたにされるConfigurationファイルのSeedメソッドをできます。

Seed()はデータベースコンテキストをパラメータとしてし、このでEFをできます。

protected override void Seed(Model.DatabaseContext context);

Seed()では、すべてのタイプのアクティビティをできます。らかのがした、なトランザクション
されたパッチもがロールバックされます。

がのにのみデータをするのは、のようになります。

protected override void Seed(Model.DatabaseContext context) 
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{ 
    if (!context.Customers.Any()) { 
        Customer c = new Customer{ Id = 1, Name = "Demo" }; 
        context.Customers.Add(c); 
        context.SaveData(); 
    } 
}

EFがするれたは、メソッドAddOrUpdate()です。このでは、プライマリキーにづいてデータをした
り、データがしないはデータをすることができますこのは、されたConfiguration.csのソースコー
ドからされます。

protected override void Seed(Model.DatabaseContext context) 
{ 
    context.People.AddOrUpdate( 
      p => p.FullName, 
      new Person { FullName = "Andrew Peters" }, 
      new Person { FullName = "Brice Lambson" }, 
      new Person { FullName = "Rowan Miller" } 
    ); 
}

のパッチにSeed()がびされることにしてください。パッチにデータをまたはシードす
るがあるは、のアプローチをするがあります。

にSqlをする

たとえば、のをからにするです。この、されたフィールドがにNULLいるにしては、でいくつかの
デフォルトをするがありNULL 。デフォルトがシンプルえば "0"の、カラムでdefaultまたは
defaultSqlプロパティをすることができdefault 。それほどではないは、のUp()またはDown()メンバ
ーでSql()をできます。

ここにがあります。データセットのとしてメールアドレスをむクラスAuthorをします。これで、
メールアドレスをフィールドにすることにしました。のをするには、 fullname@example.comような
ダミーのメールアドレスをするというスマートなえがあります。なはスペースなしのなです。 
[Required] Email [Required]フィールドに[Required]をすると、のがされます。

public partial class AuthorsEmailRequired : DbMigration 
{ 
    public override void Up() 
    { 
        AlterColumn("dbo.Authors", "Email", c => c.String(nullable: false, maxLength: 512)); 
    } 
 
    public override void Down() 
    { 
        AlterColumn("dbo.Authors", "Email", c => c.String(maxLength: 512)); 
    } 
}

これは、いくつかのNULLフィールドがデータベースにあるにはします。
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'NULL'を 'Email'、 'App.Model.DatabaseContext.dbo.Authors'にできません。はNULL

をしません。 UPDATEにします。

AlterColumnコマンドのにのようにすると、

Sql(@"Update dbo.Authors 
    set Email = REPLACE(name, ' ', '') + N'@example.com' 
    where Email is null");

update-databaseびしがし、テーブルはのようになりますサンプルデータがされます。

そのの
データベースのすべてのタイプのDMLおよびDDLアクティビティーにSql()をできます。トランザ
クションのとしてされます。 SQLにがすると、ながし、ロールバックがされます。

コードで "Update-Database"をする

でするアプリケーションでは、データベースのがなことがよくあります。 Add-Migrationコマンド
をしてデータベースパッチをしたは、のでもプログラムをするがあります。

にするはのとおりです。

にVisual Studioがインストールされていない•

の/にはがされていません。•

は、するをし、それらをにするのコードシーケンスです。エラーがしてもデータがわれないよう
に、なトランザクションとをってください。

void UpdateDatabase(MyDbConfiguration configuration) { 
   DbMigrator dbMigrator = new DbMigrator( configuration); 
   if ( dbMigrator.GetPendingMigrations().Any() ) 
   { 
      // there are pending migrations run the migration job 
      dbMigrator.Update(); 
   } 
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}

MyDbConfigurationはあなたのソースのどこかであなたのセットアップです

public class MyDbConfiguration : DbMigrationsConfiguration<ApplicationDbContext>

エンティティフレームワークコードのの

コンソールアプリケーションをします。1. 
「Package Manager Console」でInstall-Package EntityFrameworkして、EntityFrameworkの
nugetパッケージをInstall-Package EntityFramework 。

2. 

app.configファイルにをします。にproviderName="System.Data.SqlClient"をめることがです。3. 

あなたがむようにパブリッククラスをします。えば、 " Blog "4. 

DbContextをするContextClassをすると、「 BlogContext 」のようなものがあります5. 

DbSetのコンテキストでプロパティをします。のようなものがあります6. 

public class Blog 
{ 
    public int Id { get; set; } 
 
    public string Name { get; set; } 
} 
public class BlogContext: DbContext 
{ 
    public BlogContext(): base("name=Your_Connection_Name") 
    { 
    } 
 
    public virtual DbSet<Blog> Blogs{ get; set; } 
}

コンストラクタここではYour_Connection_Nameにをすことがです。7. 

パッケージマネージャコンソールで、 Enable-Migrationコマンドをします。これにより、プ
ロジェクトにフォルダがされます

8. 

Add-Migration Your_Arbitrary_Migraiton_Nameコマンドをすると、Migrationsフォルダに、Up

とDownの2つのメソッドをつクラスがされます。
9. 

ブログテーブルをしてデータベースをするにはUpdate-Databaseコマンドをします10. 

オンラインでEntity-Frameworkコードののをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/7157/entity-frameworkコードのの
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8: EntityFrameworkによるコードファースト

Examples

ごとのテーブル

このアプローチは、すべてのをすためにデータベースに1つのテーブルをします。

public abstract class Person 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
    public DateTime BirthDate { get; set; } 
} 
 
public class Employee : Person 
{ 
    public DateTime AdmissionDate { get; set; } 
    public string JobDescription { get; set; } 
} 
 
public class Customer : Person 
{ 
    public DateTime LastPurchaseDate { get; set; } 
    public int TotalVisits { get; set; } 
} 
 
// On DbContext 
public DbSet<Person> People { get; set; } 
public DbSet<Employee> Employees { get; set; } 
public DbSet<Customer> Customers { get; set; }

されるテーブルはのようになります。

テーブルPeopleフィールドIDDiscrimitator AdmissionDate JobDescription LastPurchaseDate 
TotalVisits

'Discriminator'はのサブクラスのをし、 'AdmissionDate'、 'JobDescription'、 
'LastPurchaseDate'、 'TotalVisits'はnullにできます。

データベースはくのページングをとすることがありますが、くのにしてはがないため、パフ
ォーマンスがします。

•

シンプルでいやすくする•
よりくのサブクラスとフィールドをにできます•

3ウィキペディア3•

ヌルなフィールドをたくさんする•

テーブルのごと
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このアプローチでは、データベースにn + 1のテーブルがされ、をすべてしますnはサブクラスの
。

の

public abstract class Person 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
    public DateTime BirthDate { get; set; } 
} 
 
[Table("Employees")] 
public class Employee : Person 
{ 
    public DateTime AdmissionDate { get; set; } 
    public string JobDescription { get; set; } 
} 
 
[Table("Customers")] 
public class Customer : Person 
{ 
    public DateTime LastPurchaseDate { get; set; } 
    public int TotalVisits { get; set; } 
} 
 
// On DbContext 
public DbSet<Person> People { get; set; } 
public DbSet<Employee> Employees { get; set; } 
public DbSet<Customer> Customers { get; set; }

されるテーブルはのようになります。

テーブルPeopleフィールドID

フィールドPersonId AdmissionDate JobDescription

テーブルフィールドPersonId LastPurchaseDate TotalVisits

すべてのテーブルの 'PersonId'がキーとなり、People.Idのになります

されたテーブル•
カラムやサブクラスのが•
nullなはありません•

データをするにはがです•
サブクラスのはよりです•

オンラインでEntityFrameworkによるコードファーストをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/7715/entityframeworkによる-コードファースト-
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9: entity-frameworkの.t4テンプレート

Examples

モデルににインターフェイスをする

がなにはかなりきいのモデルをしてする、インターフェイスをしてモデルをするのはがかかりま
す。このような、モデルになるいをすることができます。

のでは、のをつクラスににインターフェイスをするをします。

おいのモデルにするためにく.ttファイルをEntityClassOpeningを、のを、これがされます
IPolicyNumberつエンティティにインタフェースをPOLICY_NOコラムを、そしてIUniqueIdにUNIQUE_ID

public string EntityClassOpening(EntityType entity) 
{ 
    var stringsToMatch = new Dictionary<string,string> { { "POLICY_NO", "IPolicyNumber" }, { 
"UNIQUE_ID", "IUniqueId" } }; 
    return string.Format( 
        CultureInfo.InvariantCulture, 
        "{0} {1}partial class {2}{3}{4}", 
        Accessibility.ForType(entity), 
        _code.SpaceAfter(_code.AbstractOption(entity)), 
        _code.Escape(entity), 
        _code.StringBefore(" : ", _typeMapper.GetTypeName(entity.BaseType)), 
        stringsToMatch.Any(o => entity.Properties.Any(n => n.Name == o.Key)) ? " : " + 
string.Join(", ", stringsToMatch.Join(entity.Properties, l => l.Key, r => r.Name, (l,r) => 
l.Value)) : string.Empty); 
}

これはのケースですが、 .ttテンプレートをできるというをしています。

エンティティクラスへのXMLドキュメントの

されたすべてのモデルクラスには、デフォルトでされたドキュメンテーションコメントはありま
せん。あなたは、すべてのされたエンティティクラスのXMLドキュメントコメントをしたいは、
[モデル] .ttのこのをつける モデルは、のEDMXファイルです

foreach (var entity in typeMapper.GetItemsToGenerate<EntityType>(itemCollection)) 
{ 
    fileManager.StartNewFile(entity.Name + ".cs"); 
    BeginNamespace(code); // used to write model namespace 
#> 
<#=codeStringGenerator.UsingDirectives(inHeader: false)#> 

のにすように、XMLドキュメントのコメントをUsingDirectivesのにすることができます。

foreach (var entity in typeMapper.GetItemsToGenerate<EntityType>(itemCollection)) 
{ 
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    fileManager.StartNewFile(entity.Name + ".cs"); 
    BeginNamespace(code); 
#> 
/// <summary> 
/// <#=entity.Name#> model entity class. 
/// </summary> 
<#=codeStringGenerator.UsingDirectives(inHeader: false)#> 

されたドキュメントのコメントには、にすエンティティがまれているがあります。

/// <summary> 
/// Example model entity class. 
/// </summary> 
public partial class Example 
{ 
    // model contents 
}

オンラインでentity-frameworkの.t4テンプレートをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/3964/entity-frameworkの-t4テンプレート
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10: SQLiteをしたエンティティフレームワーク

き

SQLiteは、サーバレスのトランザクションレスSQLデータベースです。にできる.NET SQLiteラ
イブラリとEntity Framework SQLiteプロバイダのをすることにより、.NETアプリケーションでで
きます。このトピックでは、Entity Framework SQLiteプロバイダのセットアップとについてしま
す。

Examples

SQLiteプロバイダでEntity Frameworkをするプロジェクトをする

Entity Frameworkライブラリには、SQL Serverプロバイダのみがしています。 SQLiteをするには
、のとがです。なはすべてNuGetでできます。

SQLiteライブラリをインストールする
NuGet Package Manager Consoleをして、すべてのされたdepedenciesをインストールできます
。 Install-Package System.Data.SQLiteコマンドInstall-Package System.Data.SQLiteしInstall-

Package System.Data.SQLite 。
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のように、 System.Data.SQLiteインストールすると、するすべてのライブラリがインストールされ
ます。これには、SQLiteのEFプロバイダであるSystem.Data.SQLite.EF6まれます。このプロジェク
トでは、SQLiteプロバイダをするためになアセンブリもするようになりました。

アンマネージライブラリをむ
SQLiteライブラリは、 SQLite.Interop.dllというのアンマネージアセンブリにしています。これは
、SQLiteパッケージでダウンロードされたパッケージアセンブリにまれており、プロジェクトの
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ビルドににビルドディレクトリにコピーされます。ただし、されていないため、リストにはまれ
ません。しかし、このアセンブリは、SQLiteアセンブリがするためのアプリケーションとともに
されることがもです。

このアセンブリはビットにします。つまり、サポートするビットx86 / x64ごとにのアセンブリを
めるがあります。

プロジェクトのApp.configの
SQLiteをEntity Frameworkプロバイダとしてするには、 app.configファイルにいくつかのがです
。

な

パッケージをインストールすると、 app.configファイルがにされ、SQLiteおよびSQLite EFになエ
ントリがされます。ながら、これらのエントリにはいくつかのエラーがあります。それらはしく
するにするがあります。

に、 DbProviderFactoriesをファイルにします。これはsystem.dataにあり、をみます

<DbProviderFactories> 
  <remove invariant="System.Data.SQLite.EF6" /> 
  <add name="SQLite Data Provider (Entity Framework 6)" invariant="System.Data.SQLite.EF6" 
description=".NET Framework Data Provider for SQLite (Entity Framework 6)" 
type="System.Data.SQLite.EF6.SQLiteProviderFactory, System.Data.SQLite.EF6" /> 
  <remove invariant="System.Data.SQLite" /><add name="SQLite Data Provider" 
invariant="System.Data.SQLite" description=".NET Framework Data Provider for SQLite" 
type="System.Data.SQLite.SQLiteFactory, System.Data.SQLite" /> 
</DbProviderFactories>

これは、のエントリをむようにすることができます

<DbProviderFactories> 
    <add name="SQLite Data Provider" invariant="System.Data.SQLite.EF6" description=".NET 
Framework Data Provider for SQLite" type="System.Data.SQLite.SQLiteFactory, 
System.Data.SQLite" /> 
</DbProviderFactories>

これで、EF6 SQLiteプロバイダがSQLiteファクトリをするようにしました。

SQLiteをする

は、ルートのファイルにできます。 SQLiteデータベースにアクセスするためのをします。

<connectionStrings> 
    <add name="TestContext" connectionString="data source=testdb.sqlite;initial 
catalog=Test;App=EntityFramework;" providerName="System.Data.SQLite.EF6"/> 
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</connectionStrings>

ここでなことはprovider 。これはSystem.Data.SQLite.EF6されています。これは、EFに、このをす
るときに、SQLiteをするようにします。されたdata sourceはなるであり、SQLiteデータベースの
とにします。

あなたののSQLite DbContext

すべてのインストールとがしたら、SQLiteデータベースでするDbContextをできます。

public class TestContext : DbContext 
{ 
    public TestContext() 
        : base("name=TestContext") { } 
}

name=TestContextすることで、 app.configファイルにあるTestContextをしてコンテキストをするが
あることをしています。そのはSQLiteをするようにされていたので、このコンテキストはSQLite

データベースをします。

オンラインでSQLiteをしたエンティティフレームワークをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/9280/sqliteをしたエンティティフレームワーク
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11: エンティティフレームワークのベストプラク
ティスシンプルプロフェッショナル

き

このでは、Entity Frameworkをするでなをします。

シンプル1つのクラス1つのインターフェースをつ

プロフェッショナル SOLIDアーキテクチャのがされるため

はもっとしたくない...それをしもう

Examples

1- Entity Framework @データレイヤー

このでは、2つのテーブルをつ「Company」というなデータベースをします。

[dbo]。[Categories][CategoryID]、[CategoryName]

[dbo]。[][ProductID]、[CategoryID]、[ProductName]

1-1 Entity Frameworkコードをする

このでは、Entity Frameworkコードプロジェクトライブラリをします このでどのようにうことが
できますかに、のクラスがあります

public partial class CompanyContext : DbContext 
public partial class Product 
public partial class Category

1-2インターフェースの

たちは、のための1つのインタフェースをします

public interface IDbRepository : IDisposable 
{ 
    #region Tables and Views functions 
 
    IQueryable<TResult> GetAll<TResult>(bool noTracking = true) where TResult : class; 
    TEntity Add<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class; 
    TEntity Delete<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class; 
    TEntity Attach<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class; 
    TEntity AttachIfNot<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class; 
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    #endregion Tables and Views functions 
 
    #region Transactions Functions 
 
    int Commit(); 
    Task<int> CommitAsync(CancellationToken cancellationToken = default(CancellationToken)); 
 
    #endregion Transactions Functions 
 
    #region Database Procedures and Functions 
 
    TResult Execute<TResult>(string functionName, params object[] parameters); 
 
    #endregion Database Procedures and Functions 
}

1-3インターフェースの

/// <summary> 
/// Implementing basic tables, views, procedures, functions, and transaction functions 
/// Select (GetAll), Insert (Add), Delete, and Attach 
/// No Edit (Modify) function (can modify attached entity without function call) 
/// Executes database procedures or functions (Execute) 
/// Transaction functions (Commit) 
/// More functions can be added if needed 
/// </summary> 
/// <typeparam name="TEntity">Entity Framework table or view</typeparam> 
public class DbRepository : IDbRepository 
{ 
    #region Protected Members 
 
    protected DbContext _dbContext; 
 
    #endregion Protected Members 
 
    #region Constractors 
 
    /// <summary> 
    /// Repository constructor 
    /// </summary> 
    /// <param name="dbContext">Entity framework databse context</param> 
    public DbRepository(DbContext dbContext) 
    { 
        _dbContext = dbContext; 
 
        ConfigureContext(); 
    } 
 
    #endregion Constractors 
 
    #region IRepository Implementation 
 
    #region Tables and Views functions 
 
    /// <summary> 
    /// Query all 
    /// Set noTracking to true for selecting only (read-only queries) 
    /// Set noTracking to false for insert, update, or delete after select 
    /// </summary> 
    public virtual IQueryable<TResult> GetAll<TResult>(bool noTracking = true) where TResult : 

https://riptutorial.com/ja/home 45



class 
    { 
        var entityDbSet = GetDbSet<TResult>(); 
 
        if (noTracking) 
            return entityDbSet.AsNoTracking(); 
 
        return entityDbSet; 
    } 
 
    public virtual TEntity Add<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        return GetDbSet<TEntity>().Add(entity); 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Delete loaded (attached) or unloaded (Detached) entitiy 
    /// No need to load object to delete it 
    /// Create new object of TEntity and set the id then call Delete function 
    /// </summary> 
    /// <param name="entity">TEntity</param> 
    /// <returns></returns> 
    public virtual TEntity Delete<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        if (_dbContext.Entry(entity).State == EntityState.Detached) 
        { 
            _dbContext.Entry(entity).State = EntityState.Deleted; 
            return entity; 
        } 
        else 
            return GetDbSet<TEntity>().Remove(entity); 
    } 
 
    public virtual TEntity Attach<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        return GetDbSet<TEntity>().Attach(entity); 
    } 
 
    public virtual TEntity AttachIfNot<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        if (_dbContext.Entry(entity).State == EntityState.Detached) 
            return Attach(entity); 
 
        return entity; 
    } 
 
    #endregion Tables and Views functions 
 
    #region Transactions Functions 
 
    /// <summary> 
    /// Saves all changes made in this context to the underlying database. 
    /// </summary> 
    /// <returns>The number of objects written to the underlying database.</returns> 
    public virtual int Commit() 
    { 
        return _dbContext.SaveChanges(); 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Asynchronously saves all changes made in this context to the underlying database. 
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    /// </summary> 
    /// <param name="cancellationToken">A System.Threading.CancellationToken to observe while 
waiting for the task to complete.</param> 
    /// <returns>A task that represents the asynchronous save operation.  The task result 
contains the number of objects written to the underlying database.</returns> 
    public virtual Task<int> CommitAsync(CancellationToken cancellationToken = 
default(CancellationToken)) 
    { 
        return _dbContext.SaveChangesAsync(cancellationToken); 
    } 
 
    #endregion Transactions Functions 
 
    #region Database Procedures and Functions 
 
    /// <summary> 
    /// Executes any function in the context 
    /// use to call database procesdures and functions 
    /// </summary>> 
    /// <typeparam name="TResult">return function type</typeparam> 
    /// <param name="functionName">context function name</param> 
    /// <param name="parameters">context function parameters in same order</param> 
    public virtual TResult Execute<TResult>(string functionName, params object[] parameters) 
    { 
        MethodInfo method = _dbContext.GetType().GetMethod(functionName); 
 
        return (TResult)method.Invoke(_dbContext, parameters); 
    } 
 
    #endregion Database Procedures and Functions 
 
    #endregion IRepository Implementation 
 
    #region IDisposable Implementation 
 
    public void Dispose() 
    { 
        _dbContext.Dispose(); 
    } 
 
    #endregion IDisposable Implementation 
 
    #region Protected Functions 
 
    /// <summary> 
    /// Set Context Configuration 
    /// </summary> 
    protected virtual void ConfigureContext() 
    { 
        // set your recommended Context Configuration 
        _dbContext.Configuration.LazyLoadingEnabled = false; 
    } 
 
    #endregion Protected Functions 
 
    #region Private Functions 
 
    private DbSet<TEntity> GetDbSet<TEntity>() where TEntity : class 
    { 
        return _dbContext.Set<TEntity>(); 
    } 
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    #endregion Private Functions 
 
}

2-Entity Framework @ビジネス

このでは、アプリケーションビジネスをします。

プレゼンテーションごとに、になすべてのをむビジネスインターフェイスとクラスをすることを
おめします。

では、としてのビジネスをします

/// <summary> 
/// Contains Product Business functions 
/// </summary> 
public interface IProductBusiness 
{ 
    Product SelectById(int productId, bool noTracking = true); 
    Task<IEnumerable<dynamic>> SelectByCategoryAsync(int CategoryId); 
    Task<Product> InsertAsync(string productName, int categoryId); 
    Product InsertForNewCategory(string productName, string categoryName); 
    Product Update(int productId, string productName, int categoryId); 
    Product Update2(int productId, string productName, int categoryId); 
    int DeleteWithoutLoad(int productId); 
    int DeleteLoadedProduct(Product product); 
    IEnumerable<GetProductsCategory_Result> GetProductsCategory(int categoryId); 
} 
 
 
 
/// <summary> 
/// Implementing Product Business functions 
/// </summary> 
public class ProductBusiness : IProductBusiness 
{ 
    #region Private Members 
 
    private IDbRepository _dbRepository; 
 
    #endregion Private Members 
 
    #region Constructors 
 
    /// <summary> 
    /// Product Business Constructor 
    /// </summary> 
    /// <param name="dbRepository"></param> 
    public ProductBusiness(IDbRepository dbRepository) 
    { 
        _dbRepository = dbRepository; 
    } 
 
    #endregion Constructors 
 
    #region IProductBusiness Function 
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    /// <summary> 
    /// Selects Product By Id 
    /// </summary> 
    public Product SelectById(int productId, bool noTracking = true) 
    { 
        var products = _dbRepository.GetAll<Product>(noTracking); 
 
        return products.FirstOrDefault(pro => pro.ProductID == productId); 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Selects Products By Category Id Async 
    /// To have async method, add reference to EntityFramework 6 dll or higher 
    /// also you need to have the namespace "System.Data.Entity" 
    /// </summary> 
    /// <param name="CategoryId">CategoryId</param> 
    /// <returns>Return what ever the object that you want to return</returns> 
    public async Task<IEnumerable<dynamic>> SelectByCategoryAsync(int CategoryId) 
    { 
        var products = _dbRepository.GetAll<Product>(); 
        var categories = _dbRepository.GetAll<Category>(); 
 
        var result = (from pro in products 
                      join cat in categories 
                      on pro.CategoryID equals cat.CategoryID 
                      where pro.CategoryID == CategoryId 
                      select new 
                      { 
                          ProductId = pro.ProductID, 
                          ProductName = pro.ProductName, 
                          CategoryName = cat.CategoryName 
                      } 
                              ); 
 
        return await result.ToListAsync(); 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Insert Async new product for given category 
    /// </summary> 
    public async Task<Product> InsertAsync(string productName, int categoryId) 
    { 
        var newProduct = _dbRepository.Add(new Product() { ProductName = productName, 
CategoryID = categoryId }); 
 
        await _dbRepository.CommitAsync(); 
 
        return newProduct; 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Insert new product and new category 
    /// Do many database actions in one transaction 
    /// each _dbRepository.Commit(); will commit one transaction 
    /// </summary> 
    public Product InsertForNewCategory(string productName, string categoryName) 
    { 
        var newCategory = _dbRepository.Add(new Category() { CategoryName = categoryName }); 
        var newProduct = _dbRepository.Add(new Product() { ProductName = productName, Category 
= newCategory }); 
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        _dbRepository.Commit(); 
 
        return newProduct; 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Update given product with tracking 
    /// </summary> 
    public Product Update(int productId, string productName, int categoryId) 
    { 
        var product = SelectById(productId,false); 
        product.CategoryID = categoryId; 
        product.ProductName = productName; 
 
        _dbRepository.Commit(); 
 
        return product; 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Update given product with no tracking and attach function 
    /// </summary> 
    public Product Update2(int productId, string productName, int categoryId) 
    { 
        var product = SelectById(productId); 
        _dbRepository.Attach(product); 
 
        product.CategoryID = categoryId; 
        product.ProductName = productName; 
 
        _dbRepository.Commit(); 
 
        return product; 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Deletes product without loading it 
    /// </summary> 
    public int DeleteWithoutLoad(int productId) 
    { 
        _dbRepository.Delete(new Product() { ProductID = productId }); 
 
        return _dbRepository.Commit(); 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Deletes product after loading it 
    /// </summary> 
    public int DeleteLoadedProduct(Product product) 
    { 
        _dbRepository.Delete(product); 
 
        return _dbRepository.Commit(); 
    } 
 
    /// <summary> 
    /// Assuming we have the following procedure in database 
    /// PROCEDURE [dbo].[GetProductsCategory] @CategoryID INT, @OrderBy VARCHAR(50) 
    /// </summary> 
    public IEnumerable<GetProductsCategory_Result> GetProductsCategory(int categoryId) 
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    { 
        return 
_dbRepository.Execute<IEnumerable<GetProductsCategory_Result>>("GetProductsCategory", 
categoryId, "ProductName DESC"); 
    } 
 
 
    #endregion IProductBusiness Function 
}

3-ビジネスレイヤ@プレゼンテーションレイヤーMVCの

このでは、プレゼンテーションレイヤのビジネスレイヤをします。また、プレゼンテーションレ
イヤのとしてMVCをしますのプレゼンテーションレイヤはできます。

にIoCをするがありますUnityをしますが、のIoCをできます。その、プレゼンテーションレイヤー

3-1 MVCにUnityタイプをする

3-1-1「ASP.NET MVCのユニティブートストラップ」をするNuGet backage

3-1-2 UnityWebActivator.Startをします。 Global.asax.csファイルApplication_Start

3-1-3 UnityConfig.RegisterTypesをのようにします。

    public static void RegisterTypes(IUnityContainer container) 
    { 
        // Data Access Layer 
        container.RegisterType<DbContext, CompanyContext>(new PerThreadLifetimeManager()); 
        container.RegisterType(typeof(IDbRepository), typeof(DbRepository), new 
PerThreadLifetimeManager()); 
 
        // Business Layer 
        container.RegisterType<IProductBusiness, ProductBusiness>(new 
PerThreadLifetimeManager()); 
 
    }

3-2ビジネスレイヤ@プレゼンテーションレイヤーMVCの

public class ProductController : Controller 
{ 
    #region Private Members 
 
    IProductBusiness _productBusiness; 
 
    #endregion Private Members 
 
    #region Constractors 
 
    public ProductController(IProductBusiness productBusiness) 
    { 
        _productBusiness = productBusiness; 
    } 
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    #endregion Constractors 
 
    #region Action Functions 
 
    [HttpPost] 
    public ActionResult InsertForNewCategory(string productName, string categoryName) 
    { 
        try 
        { 
            // you can use any of IProductBusiness functions 
            var newProduct = _productBusiness.InsertForNewCategory(productName, categoryName); 
 
            return Json(new { success = true, data = newProduct }); 
        } 
        catch (Exception ex) 
        {   /* log ex*/ 
            return Json(new { success = false, errorMessage = ex.Message}); 
        } 
    } 
 
    [HttpDelete] 
    public ActionResult SmartDeleteWithoutLoad(int productId) 
    { 
        try 
        { 
            // deletes product without load 
            var deletedProduct = _productBusiness.DeleteWithoutLoad(productId); 
 
            return Json(new { success = true, data = deletedProduct }); 
        } 
        catch (Exception ex) 
        {   /* log ex*/ 
            return Json(new { success = false, errorMessage = ex.Message }); 
        } 
    } 
 
    public async Task<ActionResult> SelectByCategoryAsync(int CategoryId) 
    { 
        try 
        { 
            var results = await _productBusiness.SelectByCategoryAsync(CategoryId); 
 
            return Json(new { success = true, data = results },JsonRequestBehavior.AllowGet); 
        } 
        catch (Exception ex) 
        {   /* log ex*/ 
            return Json(new { success = false, errorMessage = ex.Message 
},JsonRequestBehavior.AllowGet); 
        } 
    } 
    #endregion Action Functions 
}

ユニットテストレイヤー@エンティティフレームワーク

テストでは、、ビジネスレイヤをテストします。これをうために、データレイヤEntity 

Frameworkのをします。

ビジネス・レイヤー・ファンクションのテストをうためにEntity Frameworkのをするにはどうしたら
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よいでしょうか

えはですたちはIDbRepositoryインターフェースのためにのをい、テストをうことができます

4-1インターフェースの

class FakeDbRepository : IDbRepository 
{ 
    #region Protected Members 
 
    protected Hashtable _dbContext; 
    protected int _numberOfRowsAffected; 
    protected Hashtable _contextFunctionsResults; 
 
    #endregion Protected Members 
 
    #region Constractors 
 
    public FakeDbRepository(Hashtable contextFunctionsResults = null) 
    { 
        _dbContext = new Hashtable(); 
        _numberOfRowsAffected = 0; 
        _contextFunctionsResults = contextFunctionsResults; 
    } 
 
    #endregion Constractors 
 
    #region IRepository Implementation 
 
    #region Tables and Views functions 
 
    public IQueryable<TResult> GetAll<TResult>(bool noTracking = true) where TResult : class 
    { 
        return GetDbSet<TResult>().AsQueryable(); 
    } 
 
    public TEntity Add<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        GetDbSet<TEntity>().Add(entity); 
        ++_numberOfRowsAffected; 
        return entity; 
    } 
 
    public TEntity Delete<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        GetDbSet<TEntity>().Remove(entity); 
        ++_numberOfRowsAffected; 
        return entity; 
    } 
 
    public TEntity Attach<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        return Add(entity); 
    } 
 
    public TEntity AttachIfNot<TEntity>(TEntity entity) where TEntity : class 
    { 
        if (!GetDbSet<TEntity>().Contains(entity)) 
            return Attach(entity); 
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        return entity; 
    } 
 
    #endregion Tables and Views functions 
 
    #region Transactions Functions 
 
 
    public virtual int Commit() 
    { 
        var numberOfRowsAffected = _numberOfRowsAffected; 
        _numberOfRowsAffected = 0; 
        return numberOfRowsAffected; 
    } 
 
    public virtual Task<int> CommitAsync(CancellationToken cancellationToken = 
default(CancellationToken)) 
    { 
        var numberOfRowsAffected = _numberOfRowsAffected; 
        _numberOfRowsAffected = 0; 
        return new Task<int>(() => numberOfRowsAffected); 
    } 
 
    #endregion Transactions Functions 
 
    #region Database Procedures and Functions 
 
    public virtual TResult Execute<TResult>(string functionName, params object[] parameters) 
    { 
        if (_contextFunctionsResults != null && 
_contextFunctionsResults.Contains(functionName)) 
            return (TResult)_contextFunctionsResults[functionName]; 
 
        throw new NotImplementedException(); 
    } 
 
    #endregion Database Procedures and Functions 
 
    #endregion IRepository Implementation 
 
    #region IDisposable Implementation 
 
    public void Dispose() 
    { 
 
    } 
 
    #endregion IDisposable Implementation 
 
    #region Private Functions 
 
    private List<TEntity> GetDbSet<TEntity>() where TEntity : class 
    { 
        if (!_dbContext.Contains(typeof(TEntity))) 
            _dbContext.Add(typeof(TEntity), new List<TEntity>()); 
 
        return (List<TEntity>)_dbContext[typeof(TEntity)]; 
    } 
 
    #endregion Private Functions 
}
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4-2ユニットテストの

[TestClass] 
public class ProductUnitTest 
{ 
    [TestMethod] 
    public void TestInsertForNewCategory() 
    { 
        // Initialize repositories 
        FakeDbRepository _dbRepository = new FakeDbRepository(); 
 
        // Initialize Business object 
        IProductBusiness productBusiness = new ProductBusiness(_dbRepository); 
 
        // Process test method 
        productBusiness.InsertForNewCategory("Test Product", "Test Category"); 
 
        int _productCount = _dbRepository.GetAll<Product>().Count(); 
        int _categoryCount = _dbRepository.GetAll<Category>().Count(); 
 
        Assert.AreEqual<int>(1, _productCount); 
        Assert.AreEqual<int>(1, _categoryCount); 
    } 
 
    [TestMethod] 
    public void TestProceduresFunctionsCall() 
    { 
        // Initialize Procedures / Functions result 
        Hashtable _contextFunctionsResults = new Hashtable(); 
        _contextFunctionsResults.Add("GetProductsCategory", new 
List<GetProductsCategory_Result> { 
            new GetProductsCategory_Result() { ProductName = "Product 1", ProductID = 1, 
CategoryName = "Category 1" }, 
            new GetProductsCategory_Result() { ProductName = "Product 2", ProductID = 2, 
CategoryName = "Category 1" }, 
            new GetProductsCategory_Result() { ProductName = "Product 3", ProductID = 3, 
CategoryName = "Category 1" }}); 
 
        // Initialize repositories 
        FakeDbRepository _dbRepository = new FakeDbRepository(_contextFunctionsResults); 
 
        // Initialize Business object 
        IProductBusiness productBusiness = new ProductBusiness(_dbRepository); 
 
        // Process test method 
        var results = productBusiness.GetProductsCategory(1); 
 
        Assert.AreEqual<int>(3, results.Count()); 
    } 
}

オンラインでエンティティフレームワークのベストプラクティスシンプルプロフェッショナルを
む https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/8879/エンティティフレームワークのベストプラ
クティス-シンプル-プロフェッショナル-
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12: エンティティの
Entity Frameworkのエンティティは、 System.Data.Entity.EntityStateによってされるさまざまな
をつことができます。これらのはのとおりです。

Added 
Deleted 
Detached 
Modified 
Unchanged

Entity FrameworkはPOCOとします。つまり、エンティティは、のをするプロパティとメソッド
をたないなクラスです。エンティティのは、 ObjectStateManagerコンテキストによってされます。

このトピックでは、エンティティのをするさまざまなについてします。

Examples

のエンティティの

EntityState.Addedは、2つのくじでできます。

コンテキストのエントリのをすることによって

 context.Entry(entity).State = EntityState.Added;

1. 

それをコンテキストのDbSetにすることによって

 context.Entities.Add(entity);

2. 

SaveChangesびすと、エンティティがデータベースにされます。それは、 このプロパティがすでに
をっていたとしても、それがIDセット、インクリメントプライマリキーをっている 、 SaveChanges
、エンティティのプライマリキープロパティはしくされたをみます 。

オブジェクトグラフの

オブジェクトグラフ するエンティティののを[ Addedすることは、のエンティティをAddedとしてす
ることとはなります このを。

このでは、とそのをしています

クラスモデル

public class Planet 
{ 
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    public Planet() 
    { 
        Moons = new HashSet<Moon>(); 
    } 
    public int ID { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
    public ICollection<Moon> Moons { get; set; } 
} 
 
public class Moon 
{ 
    public int ID { get; set; } 
    public int PlanetID { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
}

コンテキスト

public class PlanetDb : DbContext 
{ 
    public property DbSet<Planet> Planets { get; set; } 
}

こののインスタンスをして、とそのをします。

var mars = new Planet { Name = "Mars" }; 
mars.Moons.Add(new Moon { Name = "Phobos" }); 
mars.Moons.Add(new Moon { Name = "Deimos" }); 
 
context.Planets.Add(mars); 
 
Console.WriteLine(context.Entry(mars).State); 
Console.WriteLine(context.Entry(mars.Moons.First()).State);

Added 
Added

ここでられるのは、 Planetをすることで、のがAddedされるということです。

エンティティのをAddedにすると、ナビゲーションプロパティ Planet.Moonsなどののエンティティ
に「ナビゲート」するプロパティのすべてのエンティティも、にコンテキストにアタッチされて
いないり、 Addedとしてマークされます 。

オンラインでエンティティのをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/5256/エンティテ
ィの
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13: コードののデータアノテーション
Entity Framework Code-Firstは、DataAnnotationのセットをします。このは、ドメインクラスと
プロパティにできます。 DataAnnotationは、デフォルトのコード・ファーストをオーバーライドし
ます。

System.ComponentModel.DataAnnotationsには、NULLまたはのサイズにするがまれて
います。

1. 

System.ComponentModel.DataAnnotations.Schemaには、データベースのスキーマにを
えるがまれています。

2. 

DataAnnotationsは、オプションのサブセットのみをします。 Fluent APIは、Code-Firstでなすべ
てのオプションをします。

Examples

[Key]

キーは、データベーステーブルの/レコードをにするテーブルのフィールドです。

このをして、デフォルトのコードファーストをきします 。プロパティにすると、このクラスのキ
ーとしてされます 。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Person 
{ 
    [Key] 
    public int PersonKey { get; set; }        // <- will be used as primary key 
 
    public string PersonName { get; set; } 
}

キーがなは、[Key]をのプロパティにすることもできます。キーののは、[ キー、Order = x]ので
するがあります。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Person 
{ 
    [Key, Column(Order = 0)] 
    public int PersonKey1 { get; set; }    // <- will be used as part of the primary key 
 
    [Key, Column(Order = 1)] 
    public int PersonKey2 { get; set; }    // <- will be used as part of the primary key 
 
    public string PersonName { get; set; } 
}
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[Key]がなければ 、EntityFrameworkは "Id"または "{ClassName} Id"というのプライマリキーとし
てクラスのプロパティをするデフォルトのにります。

public class Person 
{ 
    public int PersonID { get; set; }        // <- will be used as primary key 
 
    public string PersonName { get; set; } 
}

[]

ドメインクラスのプロパティにすると、データベースはNOT NULLをします。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Person 
{ 
    public int PersonID { get; set; } 
 
    [Required] 
    public string PersonName { get; set; } 
}

NOT NULLをつのカラム

としてasp.net-mvcとともにすることもできます。

[MaxLength]および[MinLength]

[MaxLengthint]は、ドメインクラスのまたはのプロパティにできます。 Entity Frameworkは、の
サイズをされたにします。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Person 
{ 
    public int PersonID { get; set; } 
 
    [MinLength(3), MaxLength(100)] 
    public string PersonName { get; set; } 
}

されたのさをつの
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[MinLengthint]はですが、データベースにはしません。 PersonNameのさが3のPersonを/しよう
とすると、このコミットはします。たちがするのあるDbUpdateConcurrencyExceptionをします。

using (var db = new ApplicationDbContext()) 
{ 
     db.Staff.Add(new Person() { PersonName = "ng" }); 
     try 
     { 
          db.SaveChanges(); 
     } 
     catch (DbEntityValidationException ex) 
     { 
          //ErrorMessage = "The field PersonName must be a string or array type with a minimum 
length of '3'." 
     } 
}

[MaxLength]および[MinLength]は、としてasp.net-mvcとともにすることもできます。

[、]

プロパティののとのをします。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public partial class Enrollment 
{ 
    public int EnrollmentID { get; set; } 
 
    [Range(0, 4)] 
    public Nullable<decimal> Grade { get; set; } 
}

Gradeにのを/しようとすると、このコミットはします。たちがするのある
DbUpdateConcurrencyExceptionをします。

using (var db = new ApplicationDbContext()) 
{ 
    db.Enrollments.Add(new Enrollment() { Grade = 1000 }); 
 
    try 
    { 
        db.SaveChanges(); 
    } 
    catch (DbEntityValidationException ex) 
    { 
        // Validation failed for one or more entities 
    } 
}
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としてasp.net-mvcとともにすることもできます。

[DatabaseGenerated]

データベースがプロパティのをするをします。なは3つあります。

Noneは、がデータベースによってされないことをします。1. 
Identityは、がIDのであり、はのキーにされることをします。2. 

Computedは、データベースがのをすることをします。3. 

がNoneの、Entity Frameworkはプロパティにするをデータベースにコミットしません。

デフォルトでは StoreGeneratedIdentityKeyConventionづいて、キーのプロパティはIDとしてわれま
す。このをオーバーライドしてとしてうには、 DatabaseGeneratedにNoneます。

using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
public class Foo 
{ 
    [Key] 
    public int Id { get; set; } // identity (auto-increment) column 
} 
 
public class Bar 
{ 
    [Key] 
    [DatabaseGenerated(DatabaseGeneratedOption.None)] 
    public int Id { get; set; } // non-identity column 
}

のSQLは、カラムをつテーブルをします。

CREATE TABLE [Person] ( 
    Name varchar(100) PRIMARY KEY, 
    DateOfBirth Date NOT NULL, 
    Age AS DATEDIFF(year, DateOfBirth, GETDATE()) 
) 
GO

ののレコードをすエンティティをするには、 DatabaseGeneratedのをComputedするがあります。

[Table("Person")] 
public class Person 
{ 
    [Key, StringLength(100)] 
    public string Name { get; set; } 
    public DateTime DateOfBirth { get; set; } 
    [DatabaseGenerated(DatabaseGeneratedOption.Computed)] 
    public int Age { get; set; } 
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}

[NotMapped]

コード・ファースト・コンベンションでは、Entity Frameworkは、サポートされているデータであり
、ゲッターとセッターのをつすべてのパブリックプロパティのをします。 [NotMapped]は、々が
データベーステーブルのをしないのプロパティにするがあります。

たちがデータベースにしたくないプロパティのは、とにづいたのフルネームです。これはオンザ
フライですることができ、データベースにするはありません。

public string FullName => string.Format("{0} {1}", FirstName, LastName);

"FullName"プロパティにはgetterとsetterがありません 。したがって、では、Entity Frameworkは
デフォルトのをしません 。

たちがデータベースにしたくないプロパティののは、の "AverageGrade"です。オンデマンドで
AverageGradeをすることはましくありません。そのわりに、それをするルーチンがあるかもしれ
ません。

[NotMapped] 
public float AverageGrade { set; get; }

"AverageGrade"に[NotMapped]をけるがあります。そうしないと、Entity Frameworkによってが
されます。

using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
public class Student 
{ 
    public int Id { set; get; } 
 
    public string FirstName { set; get; } 
 
    public string LastName { set; get; } 
 
    public string FullName => string.Format("{0} {1}", FirstName, LastName); 
 
    [NotMapped] 
    public float AverageGrade { set; get; } 
}

のエンティティについては、 DbMigration.csにされDbMigration.cs

CreateTable( 
    "dbo.Students", 
     c => new 
         { 
             Id = c.Int(nullable: false, identity: true), 
             FirstName = c.String(), 
             LastName = c.String(), 
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         }) 
     .PrimaryKey(t => t.Id);

およびSQL Server Management Studio

[]

[Table("People")] 
public class Person 
{ 
    public int PersonID { get; set; } 
    public string PersonName { get; set; } 
}

Entity Frameworkに、のテーブルをするようにしますつまり、 PersonまたはPersons 

[Table]をしてテーブルのスキーマをすることもできます

[Table("People", Schema = "domain")]

[]

public class Person 
{ 
    public int PersonID { get; set; } 
 
    [Column("NameOfPerson")] 
    public string PersonName { get; set; } 
}

Entity Frameworkに、プロパティのをするわりに、のをするようにします。また、データベース
のデータとのをですることもできます。

[Column("NameOfPerson", TypeName = "varchar", Order = 1)] 
public string PersonName { get; set; } 

[Index]

public class Person 
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{ 
    public int PersonID { get; set; } 
    public string PersonName { get; set; } 
 
    [Index] 
    public int Age { get; set; } 
}

またはのセットのデータベースインデックスをします。

[Index("IX_Person_Age")] 
public int Age { get; set; }

これにより、ののがされます。

[Index(IsUnique = true)] 
public int Age { get; set; }

これによりのインデックスがされます。

[Index("IX_Person_NameAndAge", 1)] 
public int Age { get; set; } 
 
[Index("IX_Person_NameAndAge", 2)] 
public string PersonName { get; set; }

これにより、2つのをしてインデックスがされます。これをうには、じインデックスをし、のをす
るがあります。

Indexは、Entity Framework 6.1でされました。のバージョンをしている、このセクションのはさ
れません。

[ForeignKeystring]

EFのにわないキーがなは、カスタムキーをします。

public class Person 
{ 
    public int IdAddress { get; set; } 
 
    [ForeignKey(nameof(IdAddress))] 
    public virtual Address HomeAddress { get; set; } 
}

これは、じエンティティタイプにしてのがあるにもできます。

using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
public class Customer 
{ 
    ... 
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    public int MailingAddressID { get; set; } 
    public int BillingAddressID { get; set; } 
 
    [ForeignKey("MailingAddressID")] 
    public virtual Address MailingAddress { get; set; } 
    [ForeignKey("BillingAddressID")] 
    public virtual Address BillingAddress { get; set; } 
}

なしでForeignKey、EFはそれらるかもしれないとのをBillingAddressIDフェッチするMailingAddress 
、またはそれだけでのような、のにづいて、にのをいつくかもしれません
Address_MailingAddress_Id とすることをするようにしてくださいわりにのデータベースでこれをし
ているはエラーになります。

[StringLengthint]

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Post 
{ 
    public int Id { get; set; } 
 
    [StringLength(100)] 
    public string Title { get; set;} 
 
    [StringLength(300)] 
    public string Abstract { get; set; } 
 
    public string Description { get; set; } 
}

フィールドのをします。

としてasp.net-mvcとともにすることもできます。

[タイムスタンプ]

[TimeStamp]は、されたEntityクラスの1バイトのプロパティにのみできます。 Entity Framework

は、そのプロパティのデータベーステーブルにnullをしないタイムスタンプをします。 Entity 

FrameworkはにこのTimeStampをチェックでします。
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using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
public class Student 
{ 
    public int Id { set; get; } 
 
    public string FirstName { set; get; } 
 
    public string LastName { set; get; } 
 
    [Timestamp] 
    public byte[] RowVersion { get; set; } 
}

[ConcurrencyCheck]

このはclassプロパティにされます。 ConcurrencyCheckは、のをにし、のために々のタイムスタ
ンプをしないにできます。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Author 
{ 
    public int AuthorId { get; set; } 
 
    [ConcurrencyCheck] 
    public string AuthorName { get; set; } 
}

のから、ConcurrencyCheckはAuthorクラスのAuthorNameプロパティにされます。したがって、
コード・ファーストは、なをチェックするために、コマンドWhereにAuthorNameをめます。

[InversePropertystring]

using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
public class Department 
{ 
    ... 
 
    public virtual ICollection<Employee> PrimaryEmployees { get; set; } 
    public virtual ICollection<Employee> SecondaryEmployees { get; set; } 

https://riptutorial.com/ja/home 66

http://i.stack.imgur.com/dJ4Y7.png


} 
 
public class Employee 
{ 
    ... 
 
    [InverseProperty("PrimaryEmployees")] 
    public virtual Department PrimaryDepartment { get; set; } 
 
    [InverseProperty("SecondaryEmployees")] 
    public virtual Department SecondaryDepartment { get; set; } 
} 

InversePropertyは、2つのエンティティにの がするに、2 つのをするためにできます。

これはEntity Frameworkに、ナビゲーションプロパティがのプロパティとするがあることをしま
す。

エンティティフレームワークは、2つのエンティティにのがする、どのナビゲーションプロパティ
がののどのプロパティにマップするかをしません。

するクラスのするナビゲーションプロパティのがそのパラメータとしてです。

これは、じタイプののエンティティとのをつエンティティにしてもでき、をします。

using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
public class TreeNode 
{ 
    [Key] 
    public int ID { get; set; } 
    public int ParentID { get; set; } 
 
    ... 
 
    [ForeignKey("ParentID")] 
    public TreeNode ParentNode { get; set; } 
    [InverseProperty("ParentNode")] 
    public virtual ICollection<TreeNode> ChildNodes { get; set; } 
}

ForeignKeyをして、のキーにされるをすることにもしてください。のでは、 Employeeクラスの2つ
のプロパティに、をするためにForeignKeyがされているがあります。

[]

using System.ComponentModel.DataAnnotations.Schema; 
 
[ComplexType] 
public class BlogDetails 
{ 
    public DateTime? DateCreated { get; set; } 
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    [MaxLength(250)] 
    public string Description { get; set; } 
} 
 
public class Blog 
{ 
    ... 
 
    public BlogDetails BlogDetail { get; set; } 
}

Entity Frameworkでクラスをとしてマークします。

なタイプまたはドメインにおけるバリューオブジェクト は、ではできませんが、エンティティの
としてされます。これは、のBlogDetailsにキープロパティがないです。

これらは、のクラスにわたってドメインエンティティをし、それらのクラスをなエンティティに
するときにちます。

オンラインでコードののデータアノテーションをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/4161/コードののデータアノテーション
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14: コードのの
Conventionは、Code-Firstでするときに、ドメインクラスにづいてモデルをにするためののデフ
ォルトです。コード - のは、 System.Data.Entity.ModelConfiguration.Conventions EF 5およびEF 

6 でされています。

Examples

な

クラスのプロパティのが "ID"とはされませんまたはクラスのに "ID"とされている、プロパティは
キーです。キーのプロパティのがまたはGUIDの、IDとしてされます。な

public class Room 
{ 
    // Primary key 
    public int RoomId{ get; set; } 
    ... 
}

の

OnModelCreatingメソッドをオーバーライドすることによって、
System.Data.Entity.ModelConfiguration.Conventionsでされているをできます。

のでは、PluralizingTableNameConventionをします。

public class EshopContext : DbContext 
{ 
    public DbSet<Product> Products { set; get; } 
    . . . 
 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        modelBuilder.Conventions.Remove<PluralizingTableNameConvention>(); 
    } 
}

デフォルトでは、EFはエンティティクラスに 's'をつけたDBテーブルをします。このでは、コー
ドファーストはわりに、これPluralizingTableNameをするようにされてdbo.Productsテーブル
dbo.Productテーブルがされます。

タイプディスカバリー

デフォルトでコードファーストはモデルにまれます

コンテキストクラスのDbSetプロパティとしてされた。1. 
2. 
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なるアセンブリでされているでも、エンティティタイプにまれる。
クラスのみがDbSetプロパティとしてされているでもクラス3. 

ここでのでは、々だけしていること、であるCompanyとしてDbSet<Company>のコンテキストクラスに

public class Company 
{ 
    public int Id { set; get; } 
    public string Name { set; get; } 
    public virtual ICollection<Department> Departments { set; get; } 
} 
 
public class Department 
{ 
    public int Id { set; get; } 
    public string Name { set; get; } 
    public virtual ICollection<Person> Staff { set; get; } 
} 
 
[Table("Staff")] 
public class Person 
{ 
    public int Id { set; get; } 
    public string Name { set; get; } 
    public decimal Salary { set; get; } 
} 
 
public class ProjectManager : Person 
{ 
   public string ProjectManagerProperty { set; get; } 
} 
 
public class Developer : Person 
{ 
    public string DeveloperProperty { set; get; } 
} 
 
public class Tester : Person 
{ 
    public string TesterProperty { set; get; } 
} 
 
public class ApplicationDbContext : DbContext 
{ 
    public DbSet<Company> Companies { set; get; } 
}

すべてのクラスがモデルにまれていることがわかります
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DecimalPropertyConvention

デフォルトでは、Entity Frameworkはのプロパティをデータベーステーブルの1018,2にマップし
ます。

public class Box 
{ 
    public int Id { set; get; } 
    public decimal Length { set; get; } 
    public decimal Width { set; get; } 
    public decimal Height { set; get; } 
}

のプロパティのをすることができます。

1.なAPIをする

protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
{ 
    modelBuilder.Entity<Box>().Property(b => b.Width).HasPrecision(20, 4); 
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}

「」プロパティのみが20,4にマッピングされます。

2.をきえる

protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
{ 
    modelBuilder.Conventions.Remove<DecimalPropertyConvention>(); 
    modelBuilder.Conventions.Add(new DecimalPropertyConvention(10, 4)); 
}

すべての10のプロパティは1010,4のにマップされます。

コードナビゲーションプロパティをして、2つのエンティティのをにします。このナビゲーション
プロパティは、なまたはコレクションにすることができます。えば、StudentクラスのStandardナ
ビゲーションプロパティとStandardクラスのICollectionナビゲーションプロパティをしました。
したがって、Code Firstは、Standard_StandardIdキーをStudentsテーブルにすることにより、
StandardsとStudents DBテーブルのにのをにしました。

public class Student 
{ 
 
    public int StudentID { get; set; } 
    public string StudentName { get; set; } 
    public DateTime DateOfBirth { get; set; } 
 
    //Navigation property 
    public Standard Standard { get; set; } 
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} 
 
public class Standard 
{ 
 
    public int StandardId { get; set; } 
    public string StandardName { get; set; } 
 
    //Collection navigation property 
    public IList<Student> Students { get; set; } 
 
}

のエンティティは、Standard_StandardIdキーをしてのをしました。

キー

クラスAがクラスBとのにあり、クラスBがAのキーとじとタイプのプロパティをつ、EFはにその
プロパティをキーとみなします。

public class Department 
{ 
    public int DepartmentId { set; get; } 
    public string Name { set; get; } 
    public virtual ICollection<Person> Staff { set; get; } 
} 
 
public class Person 
{ 
    public int Id { set; get; } 
    public string Name { set; get; } 
    public decimal Salary { set; get; } 
    public int DepartmentId { set; get; } 
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    public virtual Department Department { set; get; } 
}

この、DepartmentIdはながないキーです。

オンラインでコードののをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/2447/コードのの
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15: コードファースト - なAPI

HOW Entity FrameworkがPOCOクラスをデータベーステーブル、などにマップすることをするな
は2つあります。 データとFluent API 。

データはみやすく、しやすいものですが、エンティティの「にカスケード」をするなどのはあり
ません。、Fluent APIはもうしですが、はるかになをします。

Examples

モデルのマッピング

EntityFramewok Fluent APIは、 コードファーストドメインモデルをになるデータベースにマッピ
ングする、かつエレガントなです。これはのデータベースでコードファーストですることもでき
ます 。 Fluent APIをするは、 OnModelCreatingメソッドでモデルをマップするか、 
EntityTypeConfigurationからしたマッパークラスをして、 OnModelCreatingメソッドの
modelBuilderにそのモデルをすることができます。 のはがむもので、そのをすつもりです。

ステップ1モデルをします。

public class Employee 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public string Surname { get; set; } 
    public string FirstName { get; set; } 
    public string LastName { get; set; } 
    public short Age { get; set; } 
    public decimal MonthlySalary { get; set; } 
 
    public string FullName 
    { 
        get 
        { 
            return $"{Surname} {FirstName} {LastName}"; 
        } 
    } 
}

ステップ2マッパークラスをする

public class EmployeeMap 
    : EntityTypeConfiguration<Employee> 
{ 
    public EmployeeMap() 
    { 
        // Primary key 
        this.HasKey(m => m.Id); 
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        this.Property(m => m.Id) 
            .HasColumnType("int") 
            .HasDatabaseGeneratedOption(DatabaseGeneratedOption.Identity); 
 
        // Properties 
        this.Property(m => m.Surname) 
            .HasMaxLength(50); 
 
        this.Property(m => m.FirstName) 
            .IsRequired() 
            .HasMaxLength(50); 
 
        this.Property(m => m.LastName) 
            .HasMaxLength(50); 
 
        this.Property(m => m.Age) 
            .HasColumnType("smallint"); 
 
        this.Property(m => m.MonthlySalary) 
            .HasColumnType("number") 
            .HasPrecision(14, 5); 
 
        this.Ignore(m => m.FullName); 
 
        // Table & column mappings 
        this.ToTable("TABLE_NAME", "SCHEMA_NAME"); 
        this.Property(m => m.Id).HasColumnName("ID"); 
        this.Property(m => m.Surname).HasColumnName("SURNAME"); 
        this.Property(m => m.FirstName).HasColumnName("FIRST_NAME"); 
        this.Property(m => m.LastName).HasColumnName("LAST_NAME"); 
        this.Property(m => m.Age).HasColumnName("AGE"); 
        this.Property(m => m.MonthlySalary).HasColumnName("MONTHLY_SALARY"); 
    } 
}

マッピングについてしましょう

HasKey - キーをします。 コンポジットのキーもできます 。たとえば this.HasKeym => 

new {m.DepartmentId、m.PositionId} 。
•

プロパティ - モデルのプロパティをできます。•

HasColumnType - データベースレベルのタイプをします。 OracleとMS SQLのようななる
データベースではなることがあります。

•

HasDatabaseGeneratedOption - プロパティがデータベースレベルでされるかどうかをし
ます。のPKはDatabaseGeneratedOption.Identityです。デフォルトでは、そうしたくないは
DatabaseGeneratedOption.Noneをするがあります。

•

HasMaxLength - のさをします。•

IsRequired - プロパティをクエリとしてマークします。•

HasPrecision - ののをできます。•

Ignore - プロパティをにし、データベースにマップしません。 FullNameはされました。な
ぜなら、このをテーブルにれたくないからです。

•

ToTable - モデルのテーブルとスキーマオプションをします。•

HasColumnName - プロパティをにけます。プロパティーとがである、これはありません
。

•
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ステップ3マッピングクラスをにします。

マッパークラスをするようにEntityFrameworkにするがあります。これをうには、 
OnModelCreatingメソッドのmodelBuilder.Configurationsにするがあります。

public class DbContext() 
    : base("Name=DbContext") 
{ 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        modelBuilder.Configurations.Add(new EmployeeMap()); 
    } 
}

そしてそれはそれです。たちはすべてくつもりです。

キー

.HasKeyメソッドをすると、プロパティをエンティティのキーとしてにできます。

using System.Data.Entity; 
// .. 
 
public class PersonContext : DbContext 
{ 
    // .. 
 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        // .. 
 
        modelBuilder.Entity<Person>().HasKey(p => p.PersonKey); 
    } 
}

キー

.HasKeyメソッドをすると、のプロパティをエンティティのキーとしてにできます。

using System.Data.Entity; 
// .. 
 
public class PersonContext : DbContext 
{ 
    // .. 
 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        // .. 
 
        modelBuilder.Entity<Person>().HasKey(p => new { p.FirstName, p.LastName }); 
    } 
}
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.HasMaxLengthメソッドをすると、プロパティのをできます。

using System.Data.Entity; 
// .. 
 
public class PersonContext : DbContext 
{ 
    // .. 
 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        // .. 
 
        modelBuilder.Entity<Person>() 
                    .Property(t => t.Name) 
                    .HasMaxLength(100); 
    } 
}

されたのさをつの

プロパティーNOT NULL

.IsRequiredメソッドをすると、プロパティをとしてできます。つまり、にはNOT NULLがありま
す。

using System.Data.Entity; 
// .. 
 
public class PersonContext : DbContext 
{ 
    // .. 
 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        // .. 
 
        modelBuilder.Entity<Person>() 
                    .Property(t => t.Name) 
                    .IsRequired(); 
    } 
}

NOT NULLをつのカラム
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キーのをする

モデルにナビゲーションプロパティがする、Entity Frameworkはにキーをします。のキーがです
が、モデルにプロパティとしてまれていないは、Fluent APIをしてにできます。キーをしている
ときにMapメソッドをすることにより、キーにのをできます。

public class Company 
{ 
    public int Id { get; set; } 
} 
 
public class Employee 
{ 
    property int Id { get; set; } 
    property Company Employer { get; set; } 
} 
 
public class EmployeeContext : DbContext 
{ 
    protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
    { 
        modelBuilder.Entity<Employee>() 
                    .HasRequired(x => x.Employer) 
                    .WithRequiredDependent() 
                    .Map(m => m.MapKey("EmployerId")); 
    } 
}

をした、 Mapメソッドをすると、 MapKeyをしてキーをにMapKeyます。このでは、Employer_Idのに
なったのはではEmployerIdです。

オンラインでコードファースト - なAPIをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4530/

コードファースト---なapi
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16: データベースののモデル

Examples

データベースからモデルをする

Visual Studio Solution Explorerにし、 Projectをクリックしてモデルをします 。 �マウス 。 ADO.NET 
Entity Data Modelする

に、したGenerate from databaseし、クリックしNextクリックし、のウィンドウにNew Connection...

あなたはだろうからモデルをするデータベースへとポイントMSSQL 、 MySQLか、 Oracle 
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これをった、 Test Connectionクリックしてがしくされているかどうかをしますここでしたは、こ
れみません。

[ Nextをクリックし、なオプションエンティティをするスタイルやキーをするスタイルなどをしま
す。

もう[ Nextクリックします。こので、データベースからモデルをするがあります。

されたモデルにデータをする

Entity Framework 5でされるT4コードでは、データはデフォルトではまれていません。のプロパ
ティのにすべてのモデル、オープンテンプレートファイルはとEDMXにまれるデータをめるには
.tt、そのusingのをUsingDirectivesのように

foreach (var entity in typeMapper.GetItemsToGenerate<EntityType> 
(itemCollection)) 
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{ 
    fileManager.StartNewFile(entity.Name + ".cs"); 
    BeginNamespace(code); 
#> 
<#=codeStringGenerator.UsingDirectives(inHeader: false)#> 
using System.ComponentModel.DataAnnotations;  // --> add this line

たとえば、キーのプロパティをすKeyAttributeがテンプレートにまKeyAttributeているとします。
モデルのにKeyAttributeにするには、のようにcodeStringGenerator.Propertyをむコードのをします
。

var simpleProperties = typeMapper.GetSimpleProperties(entity); 
    if (simpleProperties.Any()) 
    { 
        foreach (var edmProperty in simpleProperties) 
        { 
#> 
    <#=codeStringGenerator.Property(edmProperty)#> 
<# 
        } 
    }

に、if-conditionをしてキーのプロパティをします。

var simpleProperties = typeMapper.GetSimpleProperties(entity); 
    if (simpleProperties.Any()) 
    { 
        foreach (var edmProperty in simpleProperties) 
        { 
             if (ef.IsKey(edmProperty)) { 
#>    [Key] 
<#      } 
#> 
    <#=codeStringGenerator.Property(edmProperty)#> 
<# 
        } 
    }

のをすると、されたすべてのモデルクラスは、データベースからモデルをしたに、キープロパテ
ィにKeyAttributeをちます。

using System; 
 
public class Example 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
}

using System; 
using System.ComponentModel.DataAnnotations; 
 
public class Example 
{ 
    [Key] 
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    public int Id { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
}

オンラインでデータベースののモデルをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4414/デ
ータベースののモデル
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17: データベース

Examples

CreateDatabaseIfNotExists

IDatabaseInitializerデフォルトでEntityFrameworkでされています。がすように、しないはデータ
ベースをします。ただし、モデルをするとがスローされます。

public class MyContext : DbContext { 
    public MyContext() { 
        Database.SetInitializer(new CreateDatabaseIfNotExists<MyContext>()); 
    } 
}

DropCreateDatabaseIfModelChanges

このIDatabaseInitializerは、モデルがにされたにデータベースをしてします。

public class MyContext : DbContext { 
    public MyContext() { 
        Database.SetInitializer(new DropCreateDatabaseIfModelChanges<MyContext>()); 
    } 
}

DropCreateDatabaseAlways

このIDatabaseInitializerは、アプリケーションappドメインでコンテキストがされる
IDatabaseInitializerデータベースをしてします。データベースがされているというによるデータ
のにしてください。

public class MyContext : DbContext { 
    public MyContext() { 
        Database.SetInitializer(new DropCreateDatabaseAlways<MyContext>()); 
    } 
}

カスタムデータベース

IDatabaseInitializerのをできます。

イニシャライザの。データベースを0にし、のにしますテストをするなどにです。これをうには、 
DbMigrationsConfigurationもです。

public class RecreateFromScratch<TContext, TMigrationsConfiguration> : 
IDatabaseInitializer<TContext> 
where TContext : DbContext 

https://riptutorial.com/ja/home 84



where TMigrationsConfiguration : DbMigrationsConfiguration<TContext>, new() 
{ 
    private readonly DbMigrationsConfiguration<TContext> _configuration; 
 
    public RecreateFromScratch() 
    { 
        _configuration = new TMigrationsConfiguration(); 
    } 
 
    public void InitializeDatabase(TContext context) 
    { 
        var migrator = new DbMigrator(_configuration); 
        migrator.Update("0"); 
        migrator.Update(); 
    } 
} 
 

MigrateDatabaseToLatestVersion

コードファーストマイグレーションをしてデータベースをバージョンにするIDatabaseInitializer

の。このイニシャライザをするには、 DbMigrationsConfigurationもするがあります。

public class MyContext : DbContext { 
    public MyContext() { 
        Database.SetInitializer( 
            new MigrateDatabaseToLatestVersion<MyContext, Configuration>()); 
    } 
}

オンラインでデータベースをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/5526/データベース
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18: トラッキングとノントラッキング
ビヘイビアは、Entity Frameworkがエンティティインスタンスにするをトラッカーにするかどう
かをします。エンティティがされる、エンティティでされたはすべてSaveChanges()にデータベー
スにSaveChanges()ます。

Examples

トラッキングクエリ

デフォルトでは、エンティティタイプをすクエリはしています•
つまり、これらのエンティティインスタンスにをえ、 SaveChanges()によってそれらのをす
ることができます。

•

bookへのは、 SaveChanges()にされ、データベースにSaveChanges()ます。•

  using (var context = new BookContext()) 
  { 
    var book = context.Books.FirstOrDefault(b => b.BookId == 1); 
    book.Rating = 5; 
    context.SaveChanges(); 
  }

トラッキングのないクエリ

がread-onlyシナリオでされる、トラッキングクエリはにちません•
のをするがないためquicker to executeがquicker to execute•

using (var context = new BookContext()) 
{ 
    var books = context.Books.AsNoTracking().ToList(); 
}

EF Core 1.0では、 context instanceレベルでデフォルトのトラッキングをすることもできます。

using (var context = new BookContext()) 
{ 
    context.ChangeTracker.QueryTrackingBehavior = QueryTrackingBehavior.NoTracking; 
 
    var books = context.Books.ToList(); 
}

トラッキングと

クエリののがエンティティでなくても、contains entitycontains entityでもtracked by 

defaultはそれがききtracked by default

•
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anonymous typeをすのクエリでは、セットのBookのインスタンスwill be tracked

 using (var context = new BookContext()) 
 { 
    var book = context.Books.Select(b => new { Book = b, Authors = b.Authors.Count() }); 
 }

•

セットにentityタイプがまれてdoes not、 no trackingはされdoes not•

のクエリでは、エンティティからののをつanonymous typeがされますがのentityタイプのno 

instancesはありません 、 はされません 。

using (var context = new BookContext()) 
{ 
   var book = context.Books.Select(b => new { Id = b.BookId, PublishedDate = b.Date }); 
}

•

オンラインでトラッキングとノントラッキングをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/6836/トラッキングとノントラッキング
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19: トランザクション

Examples

Database.BeginTransaction

1つのトランザクションにしてのをできるため、いずれかのがしたにをロールバックできます。

using (var context = new PlanetContext()) 
{ 
    using (var transaction = context.Database.BeginTransaction()) 
    { 
        try 
        { 
            //Lets assume this works 
            var jupiter = new Planet { Name = "Jupiter" }; 
            context.Planets.Add(jupiter); 
            context.SaveChanges(); 
 
            //And then this will throw an exception 
            var neptune = new Planet { Name = "Neptune" }; 
            context.Planets.Add(neptune); 
            context.SaveChanges(); 
 
            //Without this line, no changes will get applied to the database 
            transaction.Commit(); 
        } 
        catch (Exception ex) 
        { 
            //There is no need to call transaction.Rollback() here as the transaction object 
            //will go out of scope and disposing will roll back automatically 
        } 
    } 
}

コードをよりにするので、 transaction.Rollback()にびすことはのになることにしてください。ま
た、されていませんそこにEntity Frameworkのためのあまりられて、クエリプロバイダがあるか
もしれ Dipsoseもにとなるに、 transaction.Rollback()のびしを。

オンラインでトランザクションをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4944/トランザ
クション
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20: モデルの

Examples

1の

UserTypeはくのユーザにします。< - >ユーザは1つのUserTypeをちます。

なのナビゲーションプロパティ

public class UserType 
{ 
    public int UserTypeId {get; set;} 
} 
public class User 
{ 
    public int UserId {get; set;} 
    public int UserTypeId {get; set;} 
    public virtual UserType UserType {get; set;} 
} 
 
Entity<User>().HasRequired(u => u.UserType).WithMany().HasForeignKey(u => u.UserTypeId);

オプションのキーをつナビゲーションプロパティ Nullableでなければならない

public class UserType 
{ 
    public int UserTypeId {get; set;} 
} 
public class User 
{ 
    public int UserId {get; set;} 
    public int? UserTypeId {get; set;} 
    public virtual UserType UserType {get; set;} 
} 
 
Entity<User>().HasOptional(u => u.UserType).WithMany().HasForeignKey(u => u.UserTypeId);

ナビゲーションプロパティにじて/キープロパティをにじてする

public class UserType 
{ 
    public int UserTypeId {get; set;} 
    public virtual ICollection<User> Users {get; set;} 
} 
public class User 
{ 
    public int UserId {get; set;} 
    public int UserTypeId {get; set;} 
    public virtual UserType UserType {get; set;} 
}
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Entity<User>().HasRequired(u => u.UserType).WithMany(ut => ut.Users).HasForeignKey(u => 
u.UserTypeId);

オプション

Entity<User>().HasOptional(u => u.UserType).WithMany(ut => ut.Users).HasForeignKey(u => 
u.UserTypeId);

オンラインでモデルのをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4528/モデルの
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21: 

Examples

コード1の

をすると、データベースのされたフィールドを、メイン・タイプのであるのタイプにマップできま
す。

[ComplexType] 
public class Address 
{ 
    public string Street { get; set; } 
    public string Street_2 { get; set; } 
    public string City { get; set; } 
    public string State { get; set; } 
    public string ZipCode { get; set; } 
}

このは、のエンティティでできます。じエンティティタイプですることもできます。

public class Customer 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public string Name { get; set; } 
    ... 
    public Address ShippingAddress { get; set; } 
    public Address BillingAddress { get; set; } 
}

このエンティティタイプは、データベースのテーブルにされ、のようになります。

もちろん、このは、1nのけCustomer-Addressがモデルになりますが、このはなのをしています。

オンラインでをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/5527/
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22: エンティティのみみ
モデルがしくしているは、EntityFrameworkをしてするデータをにみむことができます。あなたは
、 なみみ 、 なみみ 、 なみみという3つのがあります。

でされるモデル

public class Company 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public string FullName { get; set; } 
    public string ShortName { get; set; } 
 
    // Navigation properties 
    public virtual Person Founder { get; set; } 
    public virtual ICollection<Address> Addresses { get; set; } 
} 
 
public class Address 
{ 
    public int Id { get; set; } 
    public int CompanyId { get; set; } 
    public int CountryId { get; set; } 
    public int CityId { get; set; } 
    public string Street { get; set; } 
 
    // Navigation properties 
    public virtual Company Company { get; set; } 
    public virtual Country Country { get; set; } 
    public virtual City City { get; set; } 
}

Examples

レイジーローディング

レイジーローディングはデフォルトでになっています。レイジーローディングは、したプロキシ
クラスをし、ナビゲーションプロビジョニングをオーバーライドすることによってされます。ロ
ードは、プロパティにめてアクセスするときにします。

int companyId = ...; 
Company company = context.Companies 
    .First(m => m.Id == companyId); 
Person founder = company.Founder; // Founder is loaded 
foreach (Address address in company.Addresses) 
{ 
    // Address details are loaded one by one. 
}

のナビゲーションプロパティにしてLazyローディングをオフにするには、virtualキーワードをプ
ロパティからします。
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public Person Founder { get; set; } // "virtual" keyword has been removed

Lazyのみみをににしたいは、 Contextコンストラクタなどのをするがあります。

public class MyContext : DbContext 
{ 
    public MyContext(): base("Name=ConnectionString") 
    { 
        this.Configuration.LazyLoadingEnabled = false; 
    } 
}

シリアルをしているは、ロードをオフにしてください。シリアライザはすべてのプロパティにア
クセスするため、データベースからすべてのプロパティをロードします。さらに、ナビゲーショ
ンプロパティでループをすることもできます。

なみみ

なみみでは、なすべてのエンティティをにみむことができます。 1つのデータベースびしですべ
てのエンティティをすることをするは、 Eagerのみみがです。また、のレベルをみむこともでき
ます。

するエンティティをロードするには2つのオプションがあります。 くけするか、 Includeメソッド
のオーバーロードをできます。

くけされた

// Load one company with founder and address details 
int companyId = ...; 
Company company = context.Companies 
    .Include(m => m.Founder) 
    .Include(m => m.Addresses) 
    .SingleOrDefault(m => m.Id == companyId); 
 
// Load 5 companies with address details, also retrieve country and city 
// information of addresses 
List<Company> companies = context.Companies 
    .Include(m => m.Addresses.Select(a => a.Country)); 
    .Include(m => m.Addresses.Select(a => a.City)) 
    .Take(5).ToList();

このメソッドは、Entity Framework 4.1でできます。 using System.Data.Entity;てがあることをし
てくださいusing System.Data.Entity;セット。

のオーバーロード。

// Load one company with founder and address details 
int companyId = ...; 
Company company = context.Companies 
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    .Include("Founder") 
    .Include("Addresses") 
    .SingleOrDefault(m => m.Id == companyId); 
 
// Load 5 companies with address details, also retrieve country and city 
// information of addresses 
List<Company> companies = context.Companies 
    .Include("Addresses.Country"); 
    .Include("Addresses.City")) 
    .Take(5).ToList();

なみみ

Lazyローディングをオフにしたは、エントリのLoadメソッドをにびして、してエンティティをロ
ードできます。 はのナビゲーションプロパティをロードするためにされますが、 Collectionはコ
レクションをするためにされます。

Company company = context.Companies.FirstOrDefault(); 
// Load founder 
context.Entry(company).Reference(m => m.Founder).Load(); 
// Load addresses 
context.Entry(company).Collection(m => m.Addresses).Load();

Eagerのみみには、のメソッドのオーバーロードをしてエンティティをでみむことができます

Company company = context.Companies.FirstOrDefault(); 
// Load founder 
context.Entry(company).Reference("Founder").Load(); 
// Load addresses 
context.Entry(company).Collection("Addresses").Load();

フィルタのエンティティ。

Queryメソッドをして、ロードされたエンティティをフィルタリングできます。

Company company = context.Companies.FirstOrDefault(); 
// Load addresses which are in Baku 
context.Entry(company) 
    .Collection(m => m.Addresses) 
    .Query() 
    .Where(a => a.City.Name == "Baku") 
    .Load();

のクエリ

するデータがであるがある、またはのサブセットのみがクエリをできるなどです。なをするがな
い、をにするがあります。

var dbContext = new MyDbContext(); 
var denormalizedType = from company in dbContext.Company 

https://riptutorial.com/ja/home 94

https://docs.microsoft.com/en-us/dotnet/csharp/programming-guide/classes-and-structs/anonymous-types
https://docs.microsoft.com/en-us/dotnet/csharp/programming-guide/classes-and-structs/anonymous-types
https://docs.microsoft.com/en-us/dotnet/csharp/programming-guide/classes-and-structs/anonymous-types


                       where company.Name == "MyFavoriteCompany" 
                       join founder in dbContext.Founder 
                       on company.FounderId equals founder.Id 
                       select new 
                       { 
                           CompanyName = company.Name, 
                           CompanyId = company.Id, 
                           FounderName = founder.Name, 
                           FounderId = founder.Id 
                       };

あるいは、クエリで

var dbContext = new MyDbContext(); 
var denormalizedType = dbContext.Company 
                       .Join(dbContext.Founder, 
                                    c => c.FounderId, 
                                    f => f.Id , 
                                    (c, f) => new 
                                    { 
                                        CompanyName = c.Name, 
                                        CompanyId = c.Id, 
                                        FounderName = f.Name, 
                                        FounderId = f.Id 
                                    }) 
                       .Select(cf => cf);

オンラインでエンティティのみみをむ https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/エンテ
ィティのみみ

https://riptutorial.com/ja/home 95

https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF
https://riptutorial.com/ja/entity-framework/topic/4678/%E9%96%A2%E9%80%A3%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%86%E3%82%A3%E3%81%AE%E8%AA%AD%E3%81%BF%E8%BE%BC%E3%81%BF


23: なマッピングシナリオエンティティ、テーブ
ル

き

エンティティまたはテーブルをサポートするようにEFモデルをする

Examples

エンティティ

だから、このようなエンティティクラスがあるとしましょう

public class Person 
{ 
   public int PersonId { get; set; } 
   public string Name { get; set; } 
   public string ZipCode { get; set; } 
   public string City { get; set; } 
   public string AddressLine { get; set; } 
}

に、このPersonエンティティをPersonIdとNameをつテーブルとアドレスのをつテーブルの2つの
テーブルにマップしたいとします。もちろん、アドレスがするをするには、ここにPersonIdがで
す。ですから、にはエンティティを2つまたはそれのにすることです。したがって、、エンティテ
ィ。これをうには、プロパティをのテーブルにマッピングします。

public class MyDemoContext : DbContext 
{ 
  public DbSet<Person> Products { get; set; } 
 
  protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
  { 
      modelBuilder.Entity<Person>().Map(m => 
      { 
         m.Properties(t => new { t.PersonId, t.Name }); 
         m.ToTable("People"); 
      }).Map(m => 
      { 
        m.Properties(t => new { t.PersonId, t.AddressLine, t.City, t.ZipCode }); 
        m.ToTable("PersonDetails"); 
      }); 
  } 
}

PeopleとPersonDetailsという2つのテーブルがされます。 personにはPersonIdとNameの2つのフ
ィールドがあり、PersonDetailsにはPersonId、AddressLine、CityとZipCodeの4つのがあります
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。 Peopleでは、PersonIdがキーです。 PersonDetailsでは、プライマリ・キーもPersonIdですが、
PersonのPersonIdをするキーです。

People DbSetをすると、EFはPersonIdsのをして、のからデータをしてエンティティーをりみま
す。

また、のをすることもできます。

protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
{ 
  modelBuilder.Entity<Person>().Map(m => 
  { 
    m.Properties(t => new { t.PersonId }); 
    m.Property(t => t.Name).HasColumnName("PersonName"); 
    m.ToTable("People"); 
  }).Map(m => 
  { 
    m.Property(t => t.PersonId).HasColumnName("ProprietorId"); 
    m.Properties(t => new { t.AddressLine, t.City, t.ZipCode }); 
    m.ToTable("PersonDetails"); 
  }); 
}

これによりじテーブルがされますが、PeopleテーブルにはNameカラムのわりにPersonNameカ
ラムがあり、PersonDetailsテーブルにはPersonIdカラムのわりにProprietorIdがあります。

テーブル

そして、エンティティのをしたいとしましょう1つのエンティティを2つのテーブルにマッピング
するのではなく、1つのテーブルを2つのエンティティにマッピングしたいとします。これはテー
ブルとばれます。 PersonId、Name、AddressLine、City、ZipCodeの5つのをつテーブルが1つあ
り、PersonIdがキーであるとします。そして、あなたはこのようなEFモデルをりたいとっていま
す

public class Person 
{ 
  public int PersonId { get; set; } 
  public string Name { get; set; } 
  public Address Address { get; set; } 
} 
 
public class Address 
{ 
  public string ZipCode { get; set; } 
  public string City { get; set; } 
  public string AddressLine { get; set; } 
  public int PersonId { get; set; } 
  public Person Person { get; set; } 
}

1つのことはすぐにびします.AddressにAddressIdはありません。これは、2つのエンティティがじ
テーブルにマップされているため、じキーもつがあるためです。あなたがテーブルをう、これは
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あなたがしなければならないものです。したがって、テーブルのに、アドレスエンティティをし
てプライマリキーをするもあります。そして、ここにがあります

public class MyDemoContext : DbContext 
{ 
  public DbSet<Person> Products { get; set; } 
  public DbSet<Address> Addresses { get; set; } 
 
  protected override void OnModelCreating(DbModelBuilder modelBuilder) 
  { 
     modelBuilder.Entity<Address>().HasKey(t => t.PersonId); 
     modelBuilder.Entity<Person>().HasRequired(t => t.Address) 
                                  .WithRequiredPrincipal(t => t.Person); 
 
     modelBuilder.Entity<Person>().Map(m => m.ToTable("People")); 
     modelBuilder.Entity<Address>().Map(m => m.ToTable("People")); 
  } 
}

オンラインでなマッピングシナリオエンティティ、テーブルをむ https://riptutorial.com/ja/entity-

framework/topic/9362/なマッピングシナリオ-エンティティ-テーブル
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